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ま え が き 
 
 まず初めに、南部広域行政組合 東部環境衛生課の沿革として、昭和４６年７月に与那原

町・西原村清掃施設組合を設立、昭和５１年３月に佐敷村が加入し組合名称を東部清掃施設

組合へ変更、平成３０年４月に南部広域行政組合、糸満市・豊見城市清掃施設組合、東部清

掃施設組合、島尻消防、清掃組合（清掃事務のみ）の組織を統合し、東部清掃施設組合は、

「南部広域行政組合東部環境衛生課」に、施設の名称は、「東部清掃施設組合清掃工場」か

ら「南部広域行政組合東部環境美化センター」、「東部清掃施設組合汚泥再生処理センター」

から「南部広域行政組合汚泥再生処理センター」へ変更しました。組織の構成は、沖縄本島

南東部３市４町２村及び離島５村（糸満市・豊見城市・南城市・八重瀬町・与那原町・南風

原町・西原町・中城村・北中城村・渡嘉敷村・座間味村・粟国村・渡名喜村・南大東村）の

複合的一部事務組合です。 
ごみ処理については、南城市、八重瀬町、与那原町、西原町、糸満市及び豊見城市の南部

３市３町において、老朽化が顕著に進行している（糸豊・東部・島尻）美化センター３施設

を一元化した新施設建設に向けて、環境影響評価及び基本設計等業務の取組を進めています。 

東部環境美化センターの主な概要ですが、全国でも人口増加率が高順位の地域で発生する

「可燃・不燃・粗大ごみ」が毎年増加しており、２４時間体制で施設を稼働し焼却を行って

いるものの、増加し続ける廃棄物の処理に困難を極めているため、令和３年度から他のごみ

施設へ一部委託処理を開始しています。また、令和４年４月１日よりごみ処理手数料をこれ

までの１０キログラムあたり６０円から１００円へ改正するとともに、環境への負荷軽減、

「大量生産・大量消費・大量廃棄」型社会からの脱却を目指し、廃棄物の発生抑制に向けて、

尚一層徹底した資源化リサイクルを推進するため、分別作業など地域住民および事業者各位

のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
し尿・浄化槽汚泥の処理については、平成２７年１月から供用開始している汚泥再生処理

センターで、許可業者によって戸別収集され、汚水処理工程での受入・固液分離・希釈して

下水道に放流しています。 
また、組合構成での廃棄物適正処理を行うため、令和３年度より清澄苑（島尻環境衛生課）

からし尿・浄化槽汚泥を通年での一部受入れを開始しています。 
 東部環境美化センター・汚泥再生処理センターの運営につきましては、現場職員の技術の

向上及び安全運転管理はもとより、住民各位の深いご理解とご協力が不可欠であります。 
 一般廃棄物の適正処理を実施するため、地域住民および関係事業者との信頼関係を継続的

に構築するよう今後とも努力していきたいと考えております。 
 終わりになりましたが、この小冊子は、旧東部清掃施設組合の沿革、南部広域行政組合の

沿革、概要及び組織、平成２９年度から令和３年度までの廃棄物処理事業の実績をまとめた

もので、住民並びに関係各位の参考になれば幸いに存じます。 
令和４年５月 

                       南部広域行政組合 東部環境衛生課 
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第１章　　総　　　括

第１節　組合の概要

　はじめに
　１. 旧東部清掃施設組合の沿革
　２. 南部広域行政組合の沿革
　３. 組合の概要

第２節　組合の組織

　１. 組織図

第１節　関係市町村の概況

　１. 関係市町村の人口と面積
　　　表２－１　関係市町村の人口と面積
　　　図２－１　位置図
　　　図２－２　施設位置図

第２節　予算及び処理経費

　１．南部広域行政組合　東部環境衛生事業　特別会計予算

　　　図３－１　東部環境美化センター配置図
第１節　処理施設設備の概要

　１. 南部広域行政組合東部環境美化センター
　２.ごみ処理工程
　　　図３－２　ごみ焼却処理工程フローシート
　　　図３－３　可燃ごみ処理工程図
　　　図３－４　不燃ごみ処理工程図
　　　平成 18・19 年度　基幹改良前後  比較表
　３. 補修・改造状況

第２節　ごみ処理

　１.ごみ処理概要
　　　図３－５　ごみ処理形態図

　２．行政区域内収集対象人口の推移
　　　　表３－１　収集対象人口の推移
　　　　図３－６　収集対象人口の推移図
　３.   ごみ搬入量の推移
　　⑴　市町別搬入量の推移
　　　　表３－２　搬入量の推移
　　　　図３－７　搬入量の推移図
　　⑵　業種別搬入量・搬入台数の推移
　　　　表３－３　１日平均搬入量・搬入車両台数の推移
　　　　表３－４　業種別搬入量・搬入車両台数の推移
　　⑶　市町・ごみ種類・業種別　総搬入量の推移
　　　　表３－５　市町・ごみ種類・業種別　総搬入量の推移
　　⑷　市町・業種別一人１日平均排出量の推移
　　　　表３－６　市町・業種別一人１日平均排出量の推移
　　　　図３－８　市町・業種別一人１日平均排出量の推移図
　４．ごみ処理量の推移
　　⑴　ごみ処理実績の推移
　　　　表３－ ７　ごみ処理実績の推移
　　　　表３－ ８　電力使用量の推移
　　　　表３－ ９　水道使用量の推移
　　　　表３－10　薬品使用量の推移
　５．最終処分量の推移
　　　　表３－11　最終処分量の推移
　　　　図３－ ９　最終処分量の推移図
　６．資源化量の推移
　　　　表３－12　資源化量の推移
　　　　図３－10　資源化量の推移図
　７．令和３年度　搬入・処理実績
　　　　図３－11　ごみの種類別搬入量の割合
　　　　図３－12　市町別の搬入量割合
　　　　図３－13　市町別の業種別搬入割合
　　　　図３－14　南部広域行政組合  東部環境美化センターの処理状況（令和３年度実施）
　８．法定試験結果
　　⑴　ごみ質試験
　　　　表３－13　ごみ質試験成績結果一覧表（可燃ごみ）
　　　　図３－15　ごみの種類組成・ごみの成分
　　⑵　ごみ焼却炉排ガス
　　　　表３－14　ごみ焼却炉排ガス計量結果一覧表
　　⑶　焼却残渣
　　　　表３－15　焼却残渣試験結果一覧表
　　⑷　ダイオキシン類測定結果
　　　　表３－16　ダイオキシン類測定結果一覧表

　９．法定外試験結果
　　⑴　溶出試験（焼却残渣及び捕集飛灰）
　　　　表３－17　溶出試験（焼却残渣）結果一覧表
　　　　表３－18　溶出試験（捕集飛灰）結果一覧表

　　

第１節　処理施設設備の概要

　１．南部広域行政組合汚泥再生処理センター
　２．処理工程の概要
　　　　図４－１　汚泥再生処理センター処理工程フローシート
　３．補修・改造状況　　　

第２節　し尿及び浄化槽汚泥中間処理（汚泥再生処理センター）

　１．し尿及び浄化槽汚泥　処理概要
　２．行政区域内収集対象人口の推移
　　　　表４－１　し尿・浄化槽・下水道人口の推移
　　　　図４－２　し尿・浄化槽・下水道人口の推移図　　　　　
　３．搬入量（し尿・浄化槽汚泥）の推移
　　　　表４－２　搬入量（し尿・浄化槽汚泥）
　　　　図４－３　搬入量（し尿・浄化槽汚泥）の推移図
　　　　図４－４　一日平均搬入量の推移図
　　　　表４－３　種類別搬入量の推移
　　　　図４－５　種類別搬入量の推移図
　４．脱水汚泥量の推移
　　　　表４－４　脱水汚泥量の推移
　　　　図４－６　脱水汚泥量の推移図　
　５．処理量（し尿・浄化槽汚泥）の推移
　　　　表４－５　処理量（し尿・浄化槽汚泥）
　　　　図４－７　実処理量の推移図
　　　　図４－８　処理率の推移図
　６．処理費（し尿・浄化槽汚泥）の推移
　　　　表４－６　電力使用量の推移
　　　　表４－７　水道使用料の推移
　　　　表４－８　下水道使用料の推移
　　　　表４－９　薬品使用料の推移
　７．放流水質
　　　　表４－10  放流水・水質測定
　８．脱水汚泥含水率
　　　　表４－11 脱水汚泥含水率
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第３章　ごみ処理
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第１章　　総　　　括

第１節　組合の概要

　はじめに
　１. 旧東部清掃施設組合の沿革
　２. 南部広域行政組合の沿革
　３. 組合の概要

第２節　組合の組織

　１. 組織図

第１節　関係市町村の概況

　１. 関係市町村の人口と面積
　　　表２－１　関係市町村の人口と面積
　　　図２－１　位置図
　　　図２－２　施設位置図

第２節　予算及び処理経費

　１．南部広域行政組合　東部環境衛生事業　特別会計予算

　　　図３－１　東部環境美化センター配置図
第１節　処理施設設備の概要

　１. 南部広域行政組合東部環境美化センター
　２.ごみ処理工程
　　　図３－２　ごみ焼却処理工程フローシート
　　　図３－３　可燃ごみ処理工程図
　　　図３－４　不燃ごみ処理工程図
　　　平成 18・19 年度　基幹改良前後  比較表
　３. 補修・改造状況

第２節　ごみ処理

　１.ごみ処理概要
　　　図３－５　ごみ処理形態図

　２．行政区域内収集対象人口の推移
　　　　表３－１　収集対象人口の推移
　　　　図３－６　収集対象人口の推移図
　３.   ごみ搬入量の推移
　　⑴　市町別搬入量の推移
　　　　表３－２　搬入量の推移
　　　　図３－７　搬入量の推移図
　　⑵　業種別搬入量・搬入台数の推移
　　　　表３－３　１日平均搬入量・搬入車両台数の推移
　　　　表３－４　業種別搬入量・搬入車両台数の推移
　　⑶　市町・ごみ種類・業種別　総搬入量の推移
　　　　表３－５　市町・ごみ種類・業種別　総搬入量の推移
　　⑷　市町・業種別一人１日平均排出量の推移
　　　　表３－６　市町・業種別一人１日平均排出量の推移
　　　　図３－８　市町・業種別一人１日平均排出量の推移図
　４．ごみ処理量の推移
　　⑴　ごみ処理実績の推移
　　　　表３－ ７　ごみ処理実績の推移
　　　　表３－ ８　電力使用量の推移
　　　　表３－ ９　水道使用量の推移
　　　　表３－10　薬品使用量の推移
　５．最終処分量の推移
　　　　表３－11　最終処分量の推移
　　　　図３－ ９　最終処分量の推移図
　６．資源化量の推移
　　　　表３－12　資源化量の推移
　　　　図３－10　資源化量の推移図
　７．令和３年度　搬入・処理実績
　　　　図３－11　ごみの種類別搬入量の割合
　　　　図３－12　市町別の搬入量割合
　　　　図３－13　市町別の業種別搬入割合
　　　　図３－14　南部広域行政組合  東部環境美化センターの処理状況（令和３年度実施）
　８．法定試験結果
　　⑴　ごみ質試験
　　　　表３－13　ごみ質試験成績結果一覧表（可燃ごみ）
　　　　図３－15　ごみの種類組成・ごみの成分
　　⑵　ごみ焼却炉排ガス
　　　　表３－14　ごみ焼却炉排ガス計量結果一覧表
　　⑶　焼却残渣
　　　　表３－15　焼却残渣試験結果一覧表
　　⑷　ダイオキシン類測定結果
　　　　表３－16　ダイオキシン類測定結果一覧表

　９．法定外試験結果
　　⑴　溶出試験（焼却残渣及び捕集飛灰）
　　　　表３－17　溶出試験（焼却残渣）結果一覧表
　　　　表３－18　溶出試験（捕集飛灰）結果一覧表
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　１. 旧東部清掃施設組合の沿革
　２. 南部広域行政組合の沿革
　３. 組合の概要

第２節　組合の組織

　１. 組織図

第１節　関係市町村の概況

　１. 関係市町村の人口と面積
　　　表２－１　関係市町村の人口と面積
　　　図２－１　位置図
　　　図２－２　施設位置図

第２節　予算及び処理経費

　１．南部広域行政組合　東部環境衛生事業　特別会計予算

　　　図３－１　東部環境美化センター配置図
第１節　処理施設設備の概要

　１. 南部広域行政組合東部環境美化センター
　２.ごみ処理工程
　　　図３－２　ごみ焼却処理工程フローシート
　　　図３－３　可燃ごみ処理工程図
　　　図３－４　不燃ごみ処理工程図
　　　平成 18・19 年度　基幹改良前後  比較表
　３. 補修・改造状況

第２節　ごみ処理

　１.ごみ処理概要
　　　図３－５　ごみ処理形態図
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　　⑵　ごみ焼却炉排ガス
　　　　表３－14　ごみ焼却炉排ガス計量結果一覧表
　　⑶　焼却残渣
　　　　表３－15　焼却残渣試験結果一覧表
　　⑷　ダイオキシン類測定結果
　　　　表３－16　ダイオキシン類測定結果一覧表

　９．法定外試験結果
　　⑴　溶出試験（焼却残渣及び捕集飛灰）
　　　　表３－17　溶出試験（焼却残渣）結果一覧表
　　　　表３－18　溶出試験（捕集飛灰）結果一覧表

　　

第１節　処理施設設備の概要

　１．南部広域行政組合汚泥再生処理センター
　２．処理工程の概要
　　　　図４－１　汚泥再生処理センター処理工程フローシート
　３．補修・改造状況　　　

第２節　し尿及び浄化槽汚泥中間処理（汚泥再生処理センター）

　１．し尿及び浄化槽汚泥　処理概要
　２．行政区域内収集対象人口の推移
　　　　表４－１　し尿・浄化槽・下水道人口の推移
　　　　図４－２　し尿・浄化槽・下水道人口の推移図　　　　　
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第１節 組合の概要 
 
はじめに 

 
 旧東部清掃施設組合は沖縄本島南部に位置し、与那原町、西原村の地域から収集されるごみ及び

し尿の共同処理を目的に昭和４６年７月１７日付けで設立された一部事務組合である。 

 組織名称について設立当初は構成町村名を冠して、「与那原町・西原村清掃施設組合」として発足

し、昭和４８年３月２５日ごみ処理施設【２５ｔ／８ｈ（１２．５ｔ／２基）】を竣工、昭和４９年

１月３１日し尿処理施設【３０㎘／日】を竣工。その後、昭和４９年８月に佐敷町（現南城市佐敷

地区）が加入し、昭和５１年３月５日より名称を「東部清掃施設組合」と改める。 

 
 昭和６０年３月に新しいごみ処理施設が竣工。【焼却能力９０ｔ／日（４５ｔ／１６ｈ×２炉）、

破砕能力１０ｔ／５ｈ、圧縮能力１０ｔ／５ｈ】 

 稼働後２１年が経過し、処理対象ごみ量の増加、ごみ質の高質化により１時間あたりの処理能力

が低下していることから、平成１８年４月より焼却能力を【９８ｔ／日（４９ｔ／２４ｈ×２炉】

に変更する。 

 また、一般廃棄物最終処分場については、南部地区に保有しておらず焼却残渣等の処理を他地区

に委託している状況であったため、平成２５年１月に南城市玉城字奥武の島尻環境美化センター敷

地内に建設することに決定した。その決定により、これまで南城市（佐敷地区除く）、八重瀬町の可

燃ごみ処理を担ってきた島尻環境美化センター敷地内のごみ焼却施設が閉鎖されることに伴い、平

成２６年４月より当組合にて南城市全域と八重瀬町の可燃ごみ焼却処理事務を行い、島尻環境美化

センターにて南城市、八重瀬町の可燃ごみ以外の処理事務を行うことになる。 

 
 し尿処理施設も稼働後３８年が経過し、老朽化が著しいことから、新たに汚泥再生処理センター

の建設を計画。南風原町が平成２３年４月、中城村及び北中城村が平成２４年５月に旧組合へ加入

し、与那原町、西原町、南風原町、中城村、北中城村で共同処理することになる。 

新たな汚泥再生処理センターが平成２６年１２月に完成、平成２７年１月１日から供用開始され、

既存のし尿処理施設は廃止・解体することになる。旧組合においてし尿処理に係る事務を共同で処

理してきた南城市（旧佐敷町地区）については、汚泥再生処理センターの整備終了と供用開始に合

わせて、旧島尻消防、清掃組合のし尿処理施設において処理することになる。 

 
南部のごみ処理の共同事務を担う糸満市、豊見城市、南城市、八重瀬町、与那原町及び西原町の

３市３町において、ごみ処理の効率化と財政負担の軽減を図るため南部広域行政組合と糸満市・豊

見城市清掃施設組合、東部清掃施設組合及び島尻消防、清掃組合（清掃事務のみ）の組織を統合し、

ごみ処理施設を一元化することが平成２０年３月に確認された。 
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南部広域行政組合では、組織統合及びごみ処理施設の一元化に向けた取組を長期計画と位置付け、

南部広域行政組合規約第３条第４号に「ごみ処理広域化計画及び施設整備に関する事務」が規定され、

平成２０年６月２５日沖縄県指令企第２３３号をもって同年７月１日に施行された。 

 その後、最終処分場建設の課題解決に時間を要し、具体的な取組は進捗しなかったが、最終処分場

建設の目途がついたことで、平成２８年４月１日から長期計画とされた組織の統合及び一元化したご

み処理施設の建設に向けた取組が進められてきた。 

 

平成３０年４月１日に南部広域行政組合と糸満市・豊見城市清掃施設組合、東部清掃施設組合及び

島尻消防、清掃組合（清掃事務のみ）の組織統合されることになった。 

 よって、南部広域行政組合において、解散する糸満市・豊見城市清掃施設組合及び東部清掃施設組

合の全ての事務を承継し、併せて島尻消防、清掃組合の清掃事務を承継することから、平成３０年３

月３１日をもって東部清掃施設組合を解散した。 

 

 平成３０年１０月より、南部広域行政組合が設置・管理運営する被覆型一般廃棄物最終処分場 

「美らグリーン南城」が一部供用開始された。 

 

 令和元年８月に一元化したごみ処理施設及び次の最終処分地が「八重瀬町具志頭地区」に決定さ

れ、建設に向けて取組を進めている。 

 

 構成市町の生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図ることを前提とし、焼却施設の整備、故障等

及び自然災害やその他の事由により、廃棄物の処理が困難な状況において適正な処理が行えるよう

に、令和２年５月に、沖縄県内にある一般廃棄物処理施設を所有する１１団体で、「一般廃棄物処理

業務の円滑な推進に寄与するため、相互の立場を尊重し、可能な限り相互協力を行えるように努め

る」とした相互協力協定を締結する。 

 

 ごみ処理構成地域から発生するごみ処理に逼迫している東部環境美化センターの安定稼働および

汚泥再生処理センターの広域的な適正処理を継続的に行うため、浦添市との「し尿・浄化槽汚泥処

理に関する基本合意」を令和４年２月に締結する。 
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1．旧東部清掃施設組合の沿革

昭和46年7月17日 与那原町・西原村清掃施設組合設立

　構成市町村：与那原町、西原村

　共同する事務：ゴミ処理場の設置並びに管理に関する事務

　管理者：山内俊雄（与那原町長） 副管理者：宮平吉太郎（西原村長）

　人口：21,232人

昭和47年8月15日 ごみ処理場　着工

　処理能力：25ｔ／8ｈ（12.5ｔ×2基）

　処理方式：機械化バッチ燃焼法

　総事業費：98,486,000円

昭和47年12月11日 規約の変更

　内容：共同処理する事務の追加　（し尿処理場の設置並びに管理に関する事務）

　共同する事務：ゴミ処理場及びし尿処理場の設置並びに管理に関する事務

昭和48年3月25日 ごみ処理場　竣工

昭和48年6月1日 ごみ処理場　稼働

昭和48年3月16日 し尿処理場　着工

　処理能力：30㎘／日

　処理方式：消化方式

　総事業費：160,420,000円

昭和49年1月31日 し尿処理場　竣工

昭和49年2月20日 し尿処理場　稼働

昭和49年6月1日 管理者：宮平吉太郎（西原村長）　　副管理者：粟国良行（与那原町長）　　就任

昭和49年8月13日 規約の変更

　内容：構成市町村の追加　（佐敷村加入）

　構成市町村：与那原町、西原村、佐敷村

　副管理者：山城時正（佐敷村長）　　就任

昭和51年3月5日 規約の変更

　内容：佐敷村が加入したことによる組合名称の変更

　組合名称：東部清掃施設組合

　管理者：宮平吉太郎（西原村長）

　副管理者：粟国良行（与那原町長）、山城時正（佐敷村長）

　人口：34,426人　　　　世帯数：8,035世帯

昭和54年4月1日 西原村から西原町へ

1．旧東部清掃施設組合の沿革
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昭和55年6月1日 佐敷村から佐敷町へ

昭和56年3月25日 規約の変更

　内容：① 共同処理する事務の追加　（ゴミ収集及び運搬に関する事務）

　　　　 ② 知識経験を有する者の監査委員の任期を３年から４年に改める

　共同する事務：ゴミ処理場及びし尿処理場の設置、管理並びにゴミ収集

　　　　　　　　　　及び運搬に関する事務

昭和57年6月1日 副管理者：当真正尚（与那原町長）　　就任

昭和58年4月1日 ごみ処理場新工場　着工

　処理能力：90／日（45ｔ／16ｈ×2炉）

　破砕能力：10ｔ／5ｈ

　圧縮能力：10ｔ／5ｈ

　炉型式：川崎サン型ストーカ　准連続燃焼式焼却炉

　工事費：1,938,501,200円

昭和59年10月6日 管理者：当真正尚（与那原町長）　　副管理者：平安恒政（西原町長）　　就任

昭和60年3月20日 ごみ処理場新工場　竣工

昭和60年度 し尿処理場基幹整備工事

　内容：脱水機他の更新

　総事業費：126,563,000円

平成元年2月9日 規約の変更

　内容：共同処理する事務の廃止　（ゴミ収集及び運搬に関する事務）

　共同する事務：一般廃棄物処理場の設置並びに管理に関する事務

平成2年5月21日 管理者：山城時正（佐敷町長）　　副管理者：山内俊光（与那原町長）　　就任

平成4年4月1日 与那原町　門口収集　開始

平成5年10月4日 管理者：平安恒政（西原町長）　　副管理者：津波元德（佐敷町長）　　就任

平成5年度 ごみ処理場基幹整備工事

　内容：ガス冷却室、灰出設備　改修

　総事業費：169,950,000円

平成6年4月 西原町　資源ごみ集団回収（毎月第3日曜日）　開始

平成7年度 し尿処理場基幹整備工事

　内容：高度処理設備設置、他設備の更新

　総事業費：385,700,000円

平成8年10月16日 管理者：山内俊光（与那原町長）　　副管理者：翁長正貞（西原町長）　　就任

平成8年度 ごみ処理場基幹整備工事

　内容：焼却設備、排ガス処理設備、通風設備　改修
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　総事業費：302,099,000円

平成9年4月1日 与那原町　5種類分別、半透明袋使用　開始

佐敷町　門口収集、5種類分別、有料化（指定ゴミ袋、粗大ごみ処理券）開始

平成9年10月1日 西原町　門口収集　開始

平成10年1月5日 西原町　5種類分別、半透明袋使用　開始

平成10年度 ごみ処理場基幹整備工事

　内容：一酸化炭素濃度計の設置、前処理設備改修

　総事業費：17,167,000円

平成11年度 ごみ処理場　廃棄物循環型処理施設基幹的施設整備（排ガス高度処理施設）

　内容：焼却設備、燃焼ガス冷却設備、排ガス処理設備、通風設備、

　　　　　灰出設備、電気計装設備　改修

　総事業費：493,500,000円

平成12年4月17日～ 倉浜衛生施設組合最終処分場へ焼却残渣・破砕残渣処理委託（現在に至る）

平成12年4月19日～ 倉浜衛生施設組合より一部の可燃ごみ処理受託

　　　　　　平成22年1月

平成12年10月1日 与那原町　有料化（指定ごみ袋・粗大ごみ処理券）　開始

平成13年4月1日 家電リサイクル法　施行

　内容：一般家庭や事業所から排出される家電製品（エアコン・テレビ・

　　　　　冷蔵庫・洗濯機）から有用な部品や材料をリサイクルし、廃棄物を

　　　　　減量するとともに、資源の有効利用を促進する法律

平成13年8月1日 西原町　有料化（指定ごみ袋・粗大ごみ処理券）　開始

平成14年5月27日 管理者：津波元德（佐敷町長）　　副管理者：新垣信一（与那原町長）　　就任

平成16年10月28日 副管理者：新垣正祐（西原町長）　　就任

平成17年10月18日 管理者：新垣正祐（西原町長）　　就任

平成17年12月19日 規約の変更

　内容：構成団体であった佐敷町が知念村、玉城村及び大里村との配置分合により、南城市

　　　　（平成18年1月1日）を設置することに伴い、合併後の南城市の清掃に関する事務の

　　　　一部（旧佐敷町の区域）を当組合において処理を継続するために、新たに組合設置、

　　　　脱退等の手続きを経なければならない。

　構成市町村：与那原町、西原町、南城市

　共同処理する事務：一般廃棄物処理場の設置並びに管理に関する事務

　　　　　　　　　　　　　ただし、南城市にあっては旧佐敷町の区域とする

平成18年1月1日 佐敷町、知念村、大里村、玉城村　合併により南城市へ

平成18年2月27日 副管理者：古謝景春（南城市長）　　就任
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平成18年4月 使用済み蛍光管・使用済み乾電池の資源化処理

平成18年6月 ごみ処理場　工業用水使用　開始

平成18年4月28日 処理能力の変更　　98t／日（49t／24ｈ×2炉）

平成18年6月5日 副管理者：古堅國雄（与那原町長）　　就任

平成19年10月 西原町、南城市佐敷地区　　パソコンリサイクル実施

平成19年12月 与那原町　　パソコンリサイクル実施

平成18年度～19年度 ごみ処理場　廃棄物循環型処理施設基幹的施設整備（排ガス高度処理施設）

　内容：受入・供給設備、燃焼設備、燃焼ガス冷却設備、灰出設備、

　　　　　排水処理設備、電気・計装設備、土木・建築設備及びこれらの

　　　　　機器、設備に付属する装置の更新・改造

　総事業費：2,275,245,000円

平成19年3月29日 規約の変更

　内容：地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、収入役の廃止及び会計管理者を

　　　　　設置するとともに、監査委員の整備並びに吏員制度を廃止し、また管理者及び副管

　　　　　理者の選任の方法及び職務権限を明確化する。

平成20年3月29日 平成18・19年度基幹改良工事　竣工式典、祝賀会

平成20年6月1日 西原町　資源ごみ袋　廃止

平成20年8月1日 西原町　使用済み天ぷら油リサイクル　開始

平成20年10月6日 副管理者：上間　明（西原町長）　　就任

平成20年10月8日 管理者：古堅國雄（与那原町長）　　就任

平成21年3月30日 規約の変更

　内容：会計管理者は一般職であるため定年等に関する条例の適用を受け60歳定年になり、

　　　　　60歳を超える副市長から選任できないことから、管理者の属する組合市町の会計管

　　　　　理者だけに限定したい。

平成21年7月1日 家電リサイクル法改正により、薄型テレビ（液晶・プラズマ）及び衣類乾燥

機が対象品目に追加。

　与那原町、西原町、南城市　実施

平成21年11月30日 西原町　草木類の資源ごみ回収　開始

平成22年2月12日 副管理者：古謝景春（南城市長）　　就任

平成22年4月1日 与那原町　資源ごみ袋　廃止

平成22年5月2日 管理者：古堅國雄（与那原町長）　　就任

平成23年2月23日 規約の変更

　内容：① 構成市町村の追加　（南風原町加入）

　　　　　② 共同処理する事務の追加　（し尿等下水道放流施設の設置及び管理運営に関する事務）



— 7 —

　構成市町村：与那原町、西原町、南城市、南風原町

　共同する事務：（1）ごみ処理施設の設置及び管理運営に関する事務

　　　　　　　　　 　（2）し尿処理施設の設置及び管理運営に関する事務

　　　　　　　　　　 　（3）し尿等下水道放流施設の設置及び管理運営に関する事務

平成23年4月1日 副管理者：城間俊安（南風原町長）　　就任

平成23年10月1日 与那原町　ごみ袋をガゼットタイプ（手提げ）に変更

平成24年4月25日 規約の変更

　内容：① 構成市町村の追加　（中城村、北中城村加入）

　　　　　※し尿等下水道放流施設の設置運営に関する事務を共同処理するため

　構成市町村：与那原町、西原町、南城市、南風原町、中城村、北中城村

平成24年5月1日 副管理者：浜田京介（中城村長）、新垣邦男（北中城村長）　　就任

平成24年7月4日 副管理者：浜田京介（中城村長）　　就任

平成24年10月6日 副管理者：上間　明（西原町長）　　就任

平成24年12月22日 副管理者：新垣邦男（北中城村長）　　就任

平成26年2月12日 副管理者：古謝景春（南城市長）　　就任

平成26年2月20日 規約の変更

　内容：① 構成市町村の追加　（八重瀬町加入）

　　　　② 議員定数の変更

　　　　③ 共同処理する事務の変更

　構成市町村：与那原町、西原町、南城市、南風原町、中城村、北中城村、八重瀬町

　議員定数：与那原町3名、西原町3名、南城市2名、南風原町1名、中城村1名、

　　　　　　　 北中城村1名、八重瀬町2名

　共同する事務：（1）ごみ処理施設の設置及び管理運営に関する事務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（南城市、八重瀬町にあっては可燃ごみ焼却処理及びこれに付帯する事務に限る）

　　　　　　　　　 　（2）し尿処理施設の設置及び管理運営に関する事務

　　　　　　　　　　 　（3）し尿等下水道放流施設の設置及び管理運営に関する事務

平成26年4月1日 副管理者：比屋根方次（八重瀬町長）　　就任

平成26年4月1日 南城市全域及び八重瀬町の可燃ごみ焼却処理開始

　※南城市（旧佐敷地区）の不燃ごみ、粗大ごみ処理は、島尻環境美化センターにて

　　 行うことにより、東部清掃への搬入は終了。

平成26年5月2日 管理者：古堅國雄（与那原町長）　　就任

平成26年5月9日 副管理者：城間俊安（南風原町長）　　就任

平成26年12月11日 規約の変更

　内容：① 共同処理する事務の変更　（し尿処理施設の設置及び管理運営に関する事務の廃止）
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　共同する事務：（1）ごみ処理施設の設置及び管理運営に関する事務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（南城市、八重瀬町にあっては可燃ごみ焼却処理及びこれに付帯する事務に限る）

　　　　　　　　　 　　（2）汚泥再生処理センターの設置及び管理運営に関する事務

　加入市町村：ごみ処理施設（与那原町、西原町、南城市、八重瀬町）

平成27年1月1日 汚泥再生処理センター　供用開始

平成27年3月20日 西原処理場（し尿処理施設）廃止

平成28年1月29日 西原処理場（し尿処理施設）解体工事　終了

平成28年7月4日 副管理者：浜田京介（中城村長）　　就任

平成28年10月6日 副管理者：上間　明（西原町長）　　就任

平成28年12月22日 副管理者：新垣邦男（北中城村長）　　就任

平成30年2月12日 副管理者：瑞慶覧長敏（南城市長）　　就任

平成30年2月12日 副管理者：新垣安弘（八重瀬町長）　　就任

平成30年3月31日 東部清掃施設組合　解散

　　　　② し尿処理施設の設置及び管理運営に関する事務の廃止に伴う加入市町村の変更
　　　　　　（し尿処理に係る事務　南城市脱退）

　　　　　　　　　　 汚泥再生処理センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　（与那原町、西原町、南風原町、中城村、北中城村）
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２．南部広域行政組合の沿革２．南部広域行政組合の沿革

昭和56年4月 伝染病隔離病舎事業及び視聴覚ライブラリー事業の事務を共同処理する複合事務

組合として設立

　共同する事務

　１、伝染病予防法に基づく伝染病隔離病舎の設置及び管理運営に関する事務 （2市5町13村）

　 構成市町村 ： 糸満市、豊見城村、東風平町、具志頭村、玉城村、知念村、佐敷町、与那原町、

　　　　　　　　　　大里村、南風原町、仲里村、具志川村、渡嘉敷村、座間味村、粟国村、

　　　　　　　　　　渡名喜村、南大東村、北大東村、浦添市、西原町

　２、視聴覚教育システムの整備及び管理運営に関する事務 (4町11村）

　構成市町村 ： 豊見城村、東風平町、具志頭村、玉城村、知念村、佐敷町、与那原町、大里村、

　　　　　　　　　　南風原町、渡嘉敷村、座間味村、粟国村、渡名喜村、南大東村、北大東村

平成6年4月 規約変更

　内容：共同処理する事務の追加　「教育研究所の設置及び管理運営に関する事務」

　 構成市町村 ： 糸満市、豊見城村、東風平町、具志頭村、玉城村、知念村、佐敷町、与那原町、

　　　　　　　　　　大里村、南風原町、渡嘉敷村、座間味村、粟国村、渡名喜村　（1市4町9村）

平成10年4月 平成8年度より、県の補助事業として実施していた登校拒否児童生徒の適応指導教室

（しののめ教室）事業（島尻市町村教育長会が事業主体）を南部広域行政組合島尻教

育研究所の事業として位置付ける（糸満市を除く）

平成11年1月 「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」（平成10年法律第114

号）の4月1日施行により3月31日で伝染病隔離病舎事業の廃止通知（県より）

平成11年10月 旧伝染病隔離病舎の糸満市への譲与契約及び引渡し

平成11年10月 規約変更

　内容：共同処理する事務の廃止

　　　　「伝染病予防法に基づく伝染病隔離病舎の設置及び管理運営に関する事務」

　　　脱退市町村 ： 浦添市、西原町、具志川村、仲里村 （1市1町2村）

平成14年4月 規約変更

　内容：共同処理する事務の追加

　　　　　　　「一般廃棄物最終処分場の設置及び管理運営に関する事務」

　 構成市町村 ： 糸満市、豊見城村、東風平町、具志頭村、玉城村、知念村、佐敷町、与那原町、

　　　　　　　　　　大里村、西原町　（1市4町5村）

平成14年4月 規約変更

　内容：豊見城村の市制施行に伴う変更

平成16年8月 島尻教育研究所創立10周年記念式典を開催　（ウェルサンピア沖縄）
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平成18年1月 規約変更

　内容：町村合併に伴う変更

　　東風平町・具志頭村が「八重瀬町」、佐敷町・知念村・玉城村・大里村が「南城市」

平成19年4月 「サザンクリーンセンター推進協議会（以下「サザン協」という。）」の設置

　内容：一般廃棄物最終処分事業において処理施設等の整備を推進するため　

　任意協議会（3市3町3清掃組合で組織）

　　　組織団体　：　糸満市、豊見城市、南城市、八重瀬町、与那原町、西原町、

　　　　　　　　　　　 糸満市・豊見城市清掃施設組合、東部清掃施設組合、島尻消防清掃組合

平成19年4月 島尻教育研究所、琉球大学教育学部との連携・協力に関する協定書の締結

平成20年1月 規約変更

　内容：糸満市が最終処分場事業を取りやめる

平成20年7月 規約変更

　内容：共同処理する事務の変更と糸満市が加入

　　　　　「一般廃棄物最終処分場の設置及び管理運営に関する事務」を「ごみ処理広域化

　　　　　　計画及び施設整備に関する事務」に変更し、その事業に糸満市が加入

平成23年4月 規約変更

　内容：「視聴覚教育システムの整備及び管理運営に関する事務」に糸満市が加入

平成24年2月 関係市町村協議会にて豊見城市が適応指導教室（しののめ教室）事業を取り止める

ことについて協議　（取り止めることを承認）

　※財産処分及び平成24年度負担金額の変更についても承認。

平成24年3月 豊見城市が適応指導教室（しののめ教室）事業を取り止める

　※平成24年4月1日から1市3町4村で事務を処理する。

平成24年5月 規約変更

　内容：共同処理する事務の追加

　　　　　　　「一般廃棄物最終処分場の設置及び管理運営に関する事務」

平成25年1月 サザン協理事会にて、被覆型最終処分場建設地を「南城市（島尻消防清掃組合環境

美化センター跡地）」に決定

平成25年11月 サザン協理事会にて、南城市に続く最終処分場候補地の輪番制の順位を決定し、

調印式を行う。

　※輪番順位　（南城市→八重瀬町→西原町→豊見城市→与那原町→糸満市）

平成26年4月 規約変更

　内容：①執行部の体制を「管理者制」から「理事会制」へ変更

　　　　 ②議員数を「10名」から「13名」に変更

平成26年8月 南部広域行政組合教育委員会、沖縄女子短期大学との連携・協力に関する協定書の締結
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平成26年9月 南部広域行政組合教育委員会、琉球大学教育学部との連携・協力に関する協定書の締結

平成26年10月 島尻教育研究所創立20周年記念式典を開催　（ウェルサンピア沖縄）

平成26年12月 一般廃棄物最終処分場に係る「建設合意書及び環境保全協定書」調印式

　※堀川区、前川区、當山区

平成27年6月 島尻環境美化センター　ごみ焼却施設等解体

平成28年2月 平成２８年２月２５日のサザン協理事会において、平成２８年４月１日に新炉建設準備

室を新設し、組合組織の統合と焼却施設等の一元化に向けた業務に取り組むことが

承認された。

平成28年4月 「一般廃棄物処理施設建設準備室」を「施設課」へ名称変更。

新たに「新炉建設準備室」を設置。

平成28年4月 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴い、「新教育長制度」に移行

平成29年10月 南部広域行政組合教育施策の大綱を策定

平成30年3月 サザン協　解散

平成30年4月 規約変更

　内容：①糸満市・豊見城市清掃施設組合、東部清掃施設組合、島尻消防、清掃組合

　　　　　　衛生に係る事務のみ）の3清掃組合と組織統合（事務継承）

　　　　　②組合を構成する市町村に中城村、北中城村が加入

　　　　　③ごみ処理施設事業を開始（糸豊環境美化センター、東部環境美化センター、

　　　　　　　島尻環境美化センター）

　　　　　④し尿処理施設事業を開始（岡波苑、汚泥再生処理センター、清澄苑）

平成30年4月 新たに「会計課」、「糸豊環境衛生課」、「東部環境衛生課」、「島尻環境衛生課」を設置

平成30年4月 一般廃棄物処理業務の相互協力に関する協定を締結　（県内８団体）

平成30年10月 被覆型一般廃棄物最終処分場 「美らグリーン南城」 一部供用開始

令和元年8月 ごみ処理施設及び最終処分地を「八重瀬町具志頭地区」に決定。

令和2年5月 一般廃棄物処理業務の相互協力に関する協定締結（11団体）

※新たに3団体加盟。8団体→11団体

令和3年4月 組織機構改革の実施　※施設課が島尻環境衛生課へ統合

令和4年4月

令和4年4月 南部広域行政組合一般廃棄物処理手数料に関する条例改正

※ごみ処理手数料10キログラム60円から100円へ

南部広域行政組合規約の変更※北大東村が令和4年4月1日より組合を脱退
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３．組合の概要 （令和４年４月１日）
 
３．組合の概要 （令和４年４月１日） 

 
 （ア） 名   称 南部広域行政組合 

 （イ） 構 成 団 体 糸満市・豊見城市・南城市・八重瀬町・与那原町・南風原町・西原町・ 

             渡嘉敷村・座間味村・粟国村・渡名喜村・南大東村・中城村・ 

    北中城村 

 （ウ） 設立年月日 １９８１年（昭和５６年）４月１日 

 （エ） 組合組織 

   【行政機関】   理 事 長    １名 

            副理事長   １名 

            理  事 １２名 

【議決機関】  組合議会議員 ２０名 

        糸満市・豊見城市・南城市・八重瀬町・与那原町・西原町（各２名） 

              南風原町・渡嘉敷村・座間味村・粟国村・渡名喜村・南大東村・中城村・

北中城村（各１名） 

    【監査委員】  ２名（識見者１名、組合議員１名） 

 
（オ）所 在 地 

【事務所】 

〒901－0401 沖縄県島尻郡八重瀬町字東風平９６５番地 

     TEL  ０９８－９９８－８３９０ 

     FAX   ０９８－９９８－９４２０ 

【東部環境美化センター】 

〒901－1301 沖縄県島尻郡与那原町字板良敷１６１２番地 

     TEL  ０９８－９４６－３０１４ 

     FAX   ０９８－９４６－６０７２ 

    【汚泥再生処理センター】 

            〒903－0103 沖縄県中頭郡西原町字小那覇９６４番地 

      TEL   ０９８－９４３－４４２１ 

      FAX   ０９８－９４３－４４２１ 
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 （カ） 組合の業務 

     南部広域行政組合規約（抜粋） 

     （共同処理する事務） 

第３条 組合は、別表第２に掲げる市町村の次の事務を共同処理する。 

 （１）視聴覚教育システムの整備及び管理運営に関する事務 

 （２）教育研究所の設置及び管理運営に関する事務 

 （３）一般廃棄物最終処分場の設置及び管理運営に関する事務 

 （４）ごみ処理施設の設置及び管理運営に関する事務 

 （５）し尿処理施設・汚泥再生処理センターの設置及び管理運営に関する事務 

 
別表第２ 

共同処理する事務 市町村 

第３条第１号に関する事務 
糸満市、豊見城市、南城市、八重瀬町、与那原町、南風原町、渡嘉敷

村、座間味村、粟国村、渡名喜村、南大東村、北大東村 

第３条第２号に関する事務 
糸満市、豊見城市、南城市、八重瀬町、与那原町、南風原町、渡嘉敷

村、座間味村、粟国村、渡名喜村 

第３条第３号に関する事務 糸満市、豊見城市、南城市、八重瀬町、与那原町、西原町 

第３条第４号に関する事務 

ごみ処理施設（新炉） 糸満市、豊見城市、南城市、八重瀬町、 

与那原町、西原町 

糸豊環境美化センター 糸満市、豊見城市 

東部環境美化センター 

（南城市、八重瀬町にあっ

ては、可燃ごみ焼却処理及

び付帯する事務に限る。）

南城市、八重瀬町、与那原町、西原町 

島尻環境美化センター 

（可燃ごみ焼却処理及び

付帯する事務を除く。） 

南城市、八重瀬町 

第３条第５号に関する事務 

岡波苑 糸満市、豊見城市 

汚泥再生処理センター 与那原町、南風原町、西原町、中城村、 

北中城村 

清澄苑 南城市、八重瀬町 
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（キ）  市町村の負担金 

南部広域行政組合負担金条例（抜粋） 

     （負担金及び負担割合） 

第２条 負担金は、次に掲げるものとする。 

（１）視聴覚ライブラリー負担金  組合規約第３条第１号に係る経費 

（２）島尻教育研究所負担金  組合規約第３条第２号に係る経費 

（３）一般廃棄物最終処分場負担金  組合規約第３条第３号に係る経費 

（４）ごみ処理施設負担金  組合規約第３条第４号に係る経費 

（５）し尿処理施設及び汚泥再生処理センター負担金  組合規約第３条第５号に係る経費 

（６）事務局運営負担金   議会及び総務に係る経費 

（７）適応指導教室負担金  南部広域行政組合島尻教育研究所に設置されている不登

校児童生徒の適応指導教室に係る経費 

     ２ 前項の負担金に係る組合市町村間の負担割合は、別表のとおりとする。 

 別表（第２条関係） 

区分 負担割合 市町村 

１視聴覚ライ

ブラリー負

担金 

 

均等割 １５％ 

人口割 ８５％ 

 

 

糸満市、豊見城市、南城市、八重瀬

町、与那原町、南風原町、渡嘉敷村、

座間味村、粟国村、渡名喜村、南大

東村、 

２島尻教育研

究所負担金 

 

均等割 １５％ 

人口割 ８５％ 

 

糸満市、豊見城市、南城市、八重瀬

町、与那原町、南風原町、渡嘉敷村、

座間味村、粟国村、渡名喜村 

３一般廃棄物

最終処分場

負担金 

 

 

 

 

 

 

（1）建設費（建設用地の取得費及び起債償還費を含む。）及

び施設整備費にあっては、次の割合とする。 

均等割 ３０％ 

搬入量割 ７０％ 

（2）地域振興費にあっては、次の割合とする。 

均等割 ３０％ 

搬入量割 ７０％ 

（1）施設の運営費（起債償還費を含む。）にあっては、搬入

量割１００％とする。 

糸満市、豊見城市、南城市、 

八重瀬町、与那原町、西原町 

 

 

 

 

 

 

 

４ごみ処理施

設負担金、し

尿処理施設

及び汚泥再

ごみ処理施設 

（新炉） 

 

(1)事業費にあっては、次の割合とする。 

 均等割 １０％ 

 人口割 ３０％ 

 ごみ搬入量割 ６０％ 

糸満市、豊見城市、南城市、八重瀬

町、与那原町、西原町 
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生処理セン

ター負担金 

 

（2）地域振興費にあっては、次の割合とす

る。 

 均等割 １０％ 

 人口割 ３０％ 

 ごみ搬入量割 ６０％ 

 糸豊環境美化

センター・岡波

苑 

 均等割 １０％ 

 人口割 ３０％ 

 ごみ搬入量割 ６０％ 

糸満市、豊見城市 

 

 

東部環境美化

センター・汚泥

再生処理セン

ター 

 

一般管理費 

 事業費比例人口割 

南城市、八重瀬町、与那原町、南風

原町、西原町、中城村、北中城村

（1）建設費（起債償還を含む。） 均等割

（2）施設維持管理費 

  ごみ搬入量割（南城市及び八重瀬町が

負担する経費は、可燃ごみ焼却処理及び

これに付帯する事務に限る。） 

南城市、八重瀬町、与那原町、西原

町 

 

 

 

 （1）建設費（起債償還を含む。） 均等割

（2）施設維持管理費 

 し尿搬入量割 

与那原町、南風原町、西原町、中城

村、北中城村 

島尻環境美化

センター・清澄

苑 

 

ごみ搬入量割 １００％ 

（可燃ごみ焼却処理及び付帯する事務を除

く。） 

南城市、八重瀬町 

 

 

し尿搬入量割 １００％ 南城市、八重瀬町 

５事務局運営

負担金 

 負担金支出割 ９５％ 

 均等割 ５％ 

 

糸満市、豊見城市、南城市、 

八重瀬町、与那原町、南風原町、西

原町、渡嘉敷村、座間味村、粟国村、

渡名喜村、南大東村、中城村、北中

城村 

６適応指導教

室負担金 

 

 均等割 １５％ 

 人口割 ４２．５％ 

 受益者割 ４２．５％ 

南城市、八重瀬町、与那原町、南風

原町、渡嘉敷村、座間味村、粟国村、

渡名喜村 
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１．組　織　図

理 事 長 1名

副理事長 1名

理　　事 12名

　

※　糸満市・豊見城市・南城市・八重瀬町・与那原町・西原町　（各2名）

※　南風原町・渡嘉敷村・座間味村・粟国村・渡名喜村・南大東村・

　　・中城村・北中城村　（各1名）

令和4年年4月1日現在

崎 原 盛 秀

宮 里 哲

高 良 修 一

比 嘉 朗

仲 田 建 匠

南 城 市 長 古 謝 景 春

糸 満 市 長 當 銘 真 栄

豊 見 城 市 長

渡 嘉 敷 村 長

山 川 仁

八 重 瀬 町 長 新 垣 安 弘

与 那 原 町 長 照 屋 勉

南 風 原 町 長 赤 嶺 正 之

座 間 味 秀 勝

5名

中 城 村 長 浜 田 京 介

北 中 城 村 長 比 嘉 孝 則

総　　務　　課 4名

新炉建設準備室 4名

糸豊環境衛生課

会計管理者

東部環境衛生課 4名

島尻環境衛生課 5名

1名 会計課
（会計管理者兼務）

2名

西 原 町 長

座 間 味 村 長

粟 国 村 長

渡 名 喜 村 長

18名

1名

副議長 1名議　会

南 大 東 村 長

適応指導教室

教 育 長 1名
教育次長

（事務局長兼務）
1名 教育課

（総務課兼務）

教育委員 4名

教育委員会

第２節　組合の組織

視聴覚ライブラリー
（教育課兼務）

島尻教育研究所 2名

事務局長 1名

監査委員

識 見 者 1名

議会代表 1名

議　員

理　事　会

議　長

第２節　組合の組織



第 2 章　東部環境衛生課

 

第２章  東部環境衛生課 
 

 

第1節 関係市町村の概況 
１． 関係市町村の人口と面積 

 

第2節 予算及び処理経費 
１． 南部広域行政組合 東部環境衛生事業 特別会計予算 
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１．関係市町村の概況

市町村名

南 城 市 45,530 人 49.94 ｋ㎡

八 重 瀬 町 32,229 人 26.96 ｋ㎡

与 那 原 町 19,990 人 5.18 ｋ㎡

南 風 原 町 40,374 人 10.76 ｋ㎡

西 原 町 35,344 人 15.90 ｋ㎡

中 城 村 22,076 人 15.53 ｋ㎡

北 中 城 村 17,865 人 11.54 ｋ㎡

計 213,408 人 135.81 ｋ㎡

表２－１　　関係市町村の人口と面積

（令和4年3月末現在）

人　　　口 面　　　積

第１節　関係市町村の概況

1．関係市町村の人口と面積



国頭村

国頭郡

東村

大宜味村
本部町

名護市

宜野座村

金武町

うるま市うるま市

う
る
ま
市

う
る
ま
市

沖
縄
市

恩納村

読谷村

嘉手納町嘉手納町

宜野湾市宜野湾市

浦添市

西原町

南風原町南風原町
那覇市

豊見城市豊見城市
東
風
平具志
頭

糸満市

玉城

大里 知念
佐敷佐敷

与那原町

中城村

西原町

中城村

北中城村

八重瀬町

南城市

島尻郡

北谷町北谷町

国頭郡

国頭郡伊江村

今帰仁村今帰仁村今帰仁村

図２-１　位　置　図
沖縄県における与那原町・西原町・南城市・南風原町・中城村・北中城村・八重瀬町の位置
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西 原 処 理 場（平成27年３月廃止）　
汚泥再生処理センター（平成27年１月　供用開始）

南部広域行政組合  汚泥再生処理センター
　　　　　　　　　 （平成30年４月１日～）

○金秀アルミ工業
西原
工業団地
入口

○小那覇変電所

○西原浄化センター

掛保久

嘉手苅

ゼネラル
○

金秀鋼材
○

ハートライフ病院
○

南西石油
　　○

○
西原浄水場

329

汚泥再生
処理センター

図２-２　施  設  位  置  図

南部広域行政組合  東部環境美化センター
（平成30年４月１日～）

大里内原公園
○

板良敷

○洪済寺霊園

○日の出園

○社会福祉センター

嶺井○北小

○綱曳資料館

中島

〒 港

○与那原中

○知念高331

331
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与
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役
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○
与
那
原
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東部環境美化センター

○沖縄看護学校

○JA
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第２節　予算及び処理経費

１．南部広域行政組合　東部環境衛生事業　特別会計予算

　令和３年度の南部広域行政組合 東部環境衛生事業 特別会計予算 当初予算の歳入歳出の内訳は次のとおりである。

（単位：千円）

12,746

可 燃 ご み
処 理 手 数 料 69,083 50,135

不燃・粗大処理
手 数 料 1,320

汚 泥 等 処 理
手 数 料 31,370

財 産 貸 付
収 入 174

不 動 産 売 払
収 入 0 66,946

114,909

ご み 処 理 施 設 32,660

雑 入
（雇用 保険 料） 5

汚 泥 再 生
処 理 セ ン タ ー 82,896

雑 入
（金属等売却料） 3,672 ご み 処 理 施 設 791

雑 入
（自販 機販 売） 60

汚 泥 再 生
処 理 セ ン タ ー 689

（単位：千円）

南城市 八重瀬町 与那原町 南風原町 西原町 中城村 北中城村 合　　計

一 般 管 理 費 2,129 1,512 1,916 1,917 3,376 1,046 844 12,740

基 金 費 0 4,187 45,948 0 0 0 0 50,135

可 燃 ご み 処 理 費 84,495 57,960 42,977 0 79,230 0 0 264,662

不燃・粗大ごみ処理費 23,316 35,810 59,126

ご み 処 理 施 設 整 備 費 0 0 0 0 0

汚泥再生処理センター
維 持 管 理 費

7,257 17,228 30,042 20,447 8,391 83,365

公 債 費 7,926 7,926 21,564 11,891 43,949 11,890 11,890 117,036

予 備 費 0 0 0 0 0 0 0 0

合             計 94,550 71,585 142,978 31,036 192,407 33,383 21,125 587,064

第２節　予算及び処理経費

科　　目

使用料及び
手 数 料

101,773

国 庫 支 出 金

可 燃 ご み 処 理 費

基 金 費

令和３年度　予 算 収 支 概 要

一 般 管 理 費
62,881

歳　　　　　入 歳　　　　　出

科　　目 金　　額

負 担 金 587,064

組 合 債 50,200

公 債 費 117,036

1繰 越 金

利 子

元 金

金　　額

衛生費
0

汚 泥 再 生 処 理 セ ン タ ー
維 持 管 理 費

不燃・粗大ごみ処理費

26,746

174

負 担 金 内 訳 総 括 表

合 計

財 産 収 入

予 備 費

3,737諸　　収　　入

10,000

ご み 処 理 施 設 整 備 費

579,778

繰 入 金

333,841

64,082

769,695 合 計 769,695
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負 担 金
手 数 料
国 庫 支 出 金
財 産 収 入
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
組 合 債

計

一 般 管 理 費
基 金 費
可 燃 ご み 処 理費

公 債 費
予 備 費

計

負担金
587,064千円

76.27%

手数料
101,773千円

13.22%

国庫支出金

0千円

0.00%

財産収入

174千円

0.02% 繰入金
26,746千円

3.48%

繰越金

1千円

0.00%

諸収入
3,737千円

0.49%

組合債
50,200千円

6.52%

歳 入

769,695千円

一般管理費

12,746千円

1.66%

基金費

50,135千円

6.51%

可燃ごみ処理費

333,841千円

43.37%

不燃・粗大ごみ処理

費64,082千円

8.33%

ごみ処理施設整備費

66,946千円

8.70%

汚泥再生処理セン

ター維持管理費

114,909千円

14.93%

公債費

117,036千円

15.20%

予備費

10,000千円

1.30%

歳 出

769,695千円
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第１節　処理施設整備の概要

1．南部広域行政組合東部環境美化センター

第 1 節 処理施設設備の概要 
 

 

１．南部広域行政組合東部環境美化センター 

 

（1）建設概要 

 

  名   称  南部広域行政組合東部環境美化センター 

  所 在 地  沖縄県島尻郡与那原町字板良敷 1612 番地 

  工 場 棟  鉄骨、鉄筋コンクリート造り 

  煙   突  鉄筋コンクリート造り 50ｍ 

  管 理 棟  鉄筋コンクリート造り 

  工 事 費  1,938,501,200 円 

          財源内訳  国庫補助金   925,386,000 円 

                起   債  807,800,000 円 

                一 般 財 源    205,315,200 円 

                  計   1,938,501,200 円 

  工   期  （着 工）昭和 58 年 4 月 1 日 

         （竣 工）昭和 60 年 3 月 20 日 

 

  基幹改良工事  平成 5年 基幹整備工事（ガス冷却室、灰出設備改修） 

          平成 8年 基幹的施設整備工事 

                   （燃焼設備、排ガス処理設備、通風設備改修） 

          平成 10 年 基幹的施設整備工事 

                   （一酸化炭素濃度計の設置、前処理設備改修） 

          平成 11 年 基幹的施設整備工事 

                 （燃焼設備、燃焼ガス冷却設備、排ガス処理設備、 

                    通風設備、灰出設備、電気計装設備 改修） 

          平成 18･19 年度 基幹的施設整備工事 

                 （受入・供給設備、燃焼設備、燃焼ガス冷却設備、

灰出し設備、排水処理設備、電気・計装設備、 

土木・建築設備及びこれらの機器、設備に付属 

する装置の更新・改造） 

         平成 29 年度 基幹的設備改造工事 

                 （燃焼ガス冷却設備、通風設備の更新） 

         平成 30 年度 基幹的設備改造工事 

                 （燃焼ガス冷却設備、通風設備、灰出設備、公害監

視装置の更新） 
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（2）施設概要 

 

１．処理能力 

１）公称能力 ９８ｔ／日（４９ｔ／２４ｈ×２炉） 

（１炉 1時間当たりの焼却量 ２，０４２㎏／ｈ） 

 

２）ごみ質の性状 

区  分 低質ごみ 基準ごみ 高質ごみ 

水   分  （％） ５６．０ ４３．０ ３０．０

可 燃 分  （％） ３９．０ ４９．０ ５９．０

灰   分  （％） ５．０ ８．０ １１．０

低位発熱量（kJ／㎏） ８，２２０ １０，９６０ １３，６９０

見 掛 比 重（㎏／㎥） ２５０ 

 

２．炉型式       川崎 - 階段形ストーカ式 

全連続燃焼式 焼却炉 

 

３．稼働時間      １日あたり２４時間運転 

 

４．主要設備・方式 

 １）炉運転方式    １炉１系列で構成。煙突は集合煙突。 

 

 ２）設備方式 

  (1) 受入・供給設備：ピットアンドクレーン方式 

    (2) 燃 焼 設 備：ストーカ方式 

    (3) 燃焼ガス冷却設備：水噴射式 

    (4) 排ガス処理設備：バグフィルタ、乾式有害ガス除去装置、活性炭噴霧装置 

    (5) 通 風 設 備：平衡通風方式 

    (6) 灰 出 し 設 備：焼 却 灰 灰バンカ 

                集じん灰 薬剤処理 

    (7) 排 水 処 理 設 備：炉内噴霧 
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２．ごみの処理工程２．ごみの処理工程 

 

（１）可燃ごみの流れ 

 

 収集車で集められたごみは、重さを量った後、プラットホームに運ばれます。プラット

ホーム内のごみ投入扉を開き、そこからごみピットに投入され、一時貯留されます。 

 ごみピットに貯留したごみは、ピット上部を走るごみクレーンによって所定量をつかみ

とられ、ごみ投入ホッパに投入されます。ホッパの下には、給じん装置が設けられており、

定量かつ連続的に焼却炉に供給されます。 

 焼却炉内に送り込まれたごみは、乾燥ストーカ、燃焼ストーカ、後燃焼ストーカへと送

られる間に燃焼し灰になります。 

 乾燥ストーカでは、高温の燃焼ガスや炉側壁天井面からの輻射熱により乾燥され着火し

ます。 

 次に、燃焼ストーカへ送られ上向摺動
しゅうどう

式ストーカでごみを下から突き上げることにより、

ごみは攪拌され、ほぐされ、通気がよくなり燃焼が活発に行われます。 

 さらに、後燃焼ストーカで十分に時間をかけて燃焼を行い、焼却残渣中の未燃物は灰化

され、炉下に設けられた焼却灰コンベヤに落下します。 

 

 

（２）空気の流れ 

 

 ごみを燃やすためには空気が必要ですが、この空気はごみピット上部から押込送風機に

より取り込んでいます。 

 これは、ごみピット内に溜まったごみの悪臭を吸い込み、建物の外に漏らさないように

する効果があります。 

 この空気は、炉内へ吹き込み、燃焼用空気として利用されます。悪臭は炉内が高温なた

め熱分解して消えてしまいます。 

 二次燃焼用空気は、炉室から吸い込まれ二次燃焼送風機により燃焼室へ供給されます。

供給された二次空気により、燃焼排ガス中の未燃物との混合を行い、ガス燃焼が促進され

て、一酸化炭素の発生が抑制されます。 

 

 

（３）排ガスの流れ 

 

 排ガス中の未燃分は、再燃焼室の十分な空間で再燃焼することで、ほとんど燃え尽きて

しまいます。 

 高温の排ガスは、ガス冷却室及び減温塔で水噴霧により、急速に１８０度以下に冷却さ

れ、ダイオキシン類の再合成を防ぐとともに、バグフィルタなどの機器を保護します。 

 排ガスに含まれる塩化水素や硫黄酸化物は、有害ガス除去装置により取り除かれます。 

 ばいじんは、バグフィルタにより取り除かれ、誘引送風機で煙突に送られ、大気中に放

出されます。 
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（４）焼却灰及び集じん灰の流れ 

 

 焼却された灰は、焼却灰コンベヤに落下すると同時に消火され、主灰出しコンベヤによ

り搬出され、灰バンカへ貯留されます。 

 また、バグフィルタにより捕集された灰は、ダストコンベヤによってダスト貯留槽に運

ばれます。貯留された集じん灰は混練成形機にて、重金属類を安定処理するために、薬品

を加えて混練固化した後、固化物バンカへ貯留されます。 

 処理した焼却灰と集じん灰はそれぞれトラックで場外へ搬出されます。 

 

 

（５）不燃ごみの流れ 

 

 不燃ごみは、ダンピングボックス上で処理不適物が入ってないか確認した後、不燃ごみ

ピットに降ろされます。 

 不燃ごみピットに貯留した不燃ごみは、ごみクレーンでつかんで不燃物投入ホッパに投

入されます。投入されたごみは、不燃ごみ供給装置により、破砕機に送られます。破砕機

では、高速で回転するハンマーにより、ごみが処理しやすいように細かく砕かれます。 

 細かく砕かれたごみは、不燃ごみ選別装置に送られ、振動篩
ふるい

により不燃物と資源物に選

別されます。 

 不燃物は不燃物ホッパに貯められ、トラックで場外に運ばれ、埋め立て処分されます。

資源物は、搬送コンベヤで搬送されます。 

 資源物は振動フィーダから、磁選機に送られ、まず磁石の力で鉄分が回収されます。 

 次に、風力選別機で比重差により可燃物が、アルミ選別機でアルミ分が回収されます。 

 回収された鉄分・アルミ分はスクラッププレスで圧縮され、場外に運ばれ、資源として

再利用されます。 

 可燃分は、可燃分コンベヤでごみピットに送られ、焼却されます。 
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汚水

噴霧

灰 の 流 れ

煙　　　　　突

ご み の 流 れ

図3-3　　可燃ごみ処理工程図
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図 3-3　　可燃ごみ処理工程図



— 30 —

図 3-4　不燃ごみ処理工程図

不燃ごみ選別装置

磁　　　選　　　機

埋　立　処　分

資　　　源　　　化
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図3-4　不燃ごみ処理工程図
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 平成１８・１９年度 基幹改良前後 比較表  
 項  目  基幹改良後（現状）  基幹改良前 

 施設規模  49t/24h(2,042kg/h)×２炉 45t/16h(2,813kg/h)×２炉 
 処理方式 

  受入供給設備  ピットアンドクレーン方式  同左 

 燃焼設備  ストーカ燃焼式（全連続） ストーカ燃焼式（准連続）  

 燃焼ガス冷却設備  水噴射式  同左 

 排ガス処理設備  バグフィルタ 
 乾式有害ガス除去装置 
 活性炭噴霧装置 

電気集じん器 
 乾式有害ガス除去装置 
 活性炭噴霧装置 

 余熱利用設備 －  場内給湯及び冷暖房 

 通風設備  平衡通風方式 

 ｛二次減温装置（減温塔）｝ 

 
平衡通風方式 

 灰出し設備  焼却灰：灰バンカ 
 集じん灰：薬剤処理 

 同左 

 排水処理設備  可燃ごみピット及び炉内噴霧  ごみ汚水：炉内噴霧 
 プラント排水：再循環無放流 

 その他 燃焼ガス滞留時間を延ばすため
 再燃室拡張 
 外壁の補修 

 設計条件 

  ごみ質  低質ごみ  基準ごみ  高質ごみ  低質ごみ  基準ごみ  高質ごみ

  水 分  ％ 56.0 43.0 30.0     49.5     37.0     29.0 

 可燃分   ％ 39.0 49.0 59.0     32.5     39.5     48.5 

 灰 分   ％ 5.0 8.0 11.0     18.0     23.5     22.5 

 低位発熱量 kJ/kg    8,220   10,960   13,690    5,000    7,500    9,600 

 火格子燃焼率  114.6 kg/㎡・h   157.6 kg/㎡・h 

 燃焼室熱負荷  187～311 kJ/ｍ
3
･h  307～589 kJ/ｍ

3
･h 

 炉出口排ガス量  11,641～19,661 ｍ
３
N/h･炉  － 

 煙突排ガス量  18,624～31,145 ｍ
３
N/h･炉 13,670～26,470 ｍ

３
N/h･炉 

 

平成１８ ・ １９年度 基幹改良前後 比較表
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3．
補

修
・

改
造

状
況

３
．
補
修
・
改
造
状
況

 
年
度

 
 

昭
和
６
０
年
度

 
昭
和
６
１
年
度

 
昭
和
６
２
年
度

 
昭
和
６
３
年
度

 

受
入

・
供

給
 

   

 
・
 
ク
レ
ー
ン
主
軸
ベ
ア
リ
ン
グ
交
換

 
・
 
ク
レ
ー
ン
、
ブ
レ
ー
キ
板
取
替

 
・
 
ク
レ
ー
ン
操
作
レ
バ
ー
取
替

 

・
ク
レ
ー
ン
ワ
イ
ヤ
ー
取
替

 

燃
焼

 
       

・
テ
ー
ル
プ
レ
ー
ト
取
替

 
・
 
乾
燥
側
壁
煉
瓦
積
替

 
・
 
フ
ィ
ー
ダ
段
差
部
耐
火
材
打
替

 
・
 
再
燃
焼
室
壁
一
部
積
替

 
・
 
天
井
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル
打
替

 
・
 
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
作
動
油
取
替

 
・
 
フ
ィ
ー
ダ
火
格
子
パ
ッ
キ
ン
取
替

 
・
 
ス
ト
ー
カ
滑
車
取
替

 

・
 
加
圧
ポ
ン
プ
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

 
・
 
フ
ィ
ー
ダ
パ
ッ
キ
ン
取
替

 
・
 
乾
燥
ス
ト
ー
カ
火
格
子
取
替

 
・
 
乾
燥
段
差
仕
切
壁
補
修

 
・
 
№
１
乾
燥
輻
射
先
端
部
補
修

 

ガ
ス

冷
 
・
ガ
ス
冷
却
用
ノ
ズ
ル
先
端
取
替

 
・
 
ガ
ス
冷
灰
流
し
用
管
取
替

 
・
 
ガ
ス
冷
却
用
リ
タ
ー
ン
ノ
ズ
ル
交
換

 
 

・
ガ
ス
冷
却
室
補
修

 

排
ガ

ス
処

理
 

 
 

・
EP

ダ
ス
ト
コ
ン
ベ
ア
チ
ェ
ー
ン
調
整
等

 
・

EP
パ
ッ
キ
ン
取
替

 
通

風
 

 
 

・
 
炉
冷
却
用
ダ
ン
パ
ー
補
修

 
・
 
エ
ア
ヒ
ー
タ
ー
用
部
品
取
替
補
修

 
・
 
押
込
送
風
機
モ
ー
ト
ル
ベ
ア
リ
ン
グ

取
替

 
・
 
誘
引
送
風
機
吐
出
側
エ
キ
ス
ペ
１
ン

シ
ョ
ン
取
替

 
・
 

1
号
炉
誘
引
送
風
機
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

取
替

 
灰

出
し

 
 

 
・
 
チ
ェ
ー
ン
コ
ン
ベ
ア
補
修

 
・
 
灰
バ
ン
カ
補
修

 
・

 №
２
コ
ン
ベ
ア
曲
部
ト
ラ
フ
底
板
貼
合

せ
 

そ
の

他
 
・
 
搬
入
道
路
改
良
工
事

 
・
 
粗
大
ご
み
置
場
建
設
工
事

 
・
 
排
水
管
取
替

 
・
 
水
中
ポ
ン
プ
交
換

 
・
 
排
水
処
理

PH
電
極
交
換

 
・
 
炉
内
監
視
カ
メ
ラ
用
耐
熱
ガ
ラ
ス
取

替
 

・
 
プ
レ
ス
機
修
理

 
・
 
破
砕
機
ハ
ン
マ
ー
取
替

 
・
 
破
砕
機
ロ
ー
タ
ー
肉
盛
溶
接

 
・
 
台
風
災
害
雨
日
樋
復
旧
工
事

 
・
 
ボ
イ
ラ
ー
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
取
替
分
解

整
備

 
・
 
気
中
開
閉
器
取
替

 
・
 
前
処
理
可
燃
物
№
１
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
取
替

 

・
 
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
ー
増
設

 
・
 
監
視
カ
メ
ラ
撮
像
管
取
替
調
整

 
・
 
破
砕
機
ロ
ー
タ
ー
肉
盛
溶
接
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年
度

 
平
成
元
年
度

 
平
成
２
年
度

 
平

成
３

年
度

 
平

成
４

年
度

 

受
入

・
供

給
 

・
 

ダ
ン

ピ
ン

グ
ボ

ッ
ク

ス
車

止
め

ス
ロ

ー
プ

改
修

 

・
 

ク
レ

ー
ン

油
圧

ポ
ン

プ
及

び
ソ

レ
ノ

イ
ド

取
替

 

・
 

ク
レ

ー
ン

巻
取

機
ス

プ
リ

ン
グ

取
替

 
・

 
ク

レ
ー

ン
減

速
機

修
理

 
・

 
ク

レ
ー

ン
キ

ャ
ブ

タ
イ

ヤ
取

替
 

・
 

ク
レ

ー
ン

バ
ケ

ッ
ト

溶
接

 
・

 
ク

レ
ー

ン
計
重

計
点

検
整

備
 

・
 

ク
レ

ー
ン

ワ
イ

ヤ
ロ

ー
プ

取
替

 

・
 

ク
レ

ー
ン

ケ
ー

ブ
ル

巻
取

ス
プ

リ
ン

グ
交

換
 

・
 

ク
レ

ー
ン

キ
ャ

ッ
プ

タ
イ

ヤ
交

換
 

・
 

バ
ケ

ッ
ト

改
良

補
修

 

燃
焼

 
・

 
1
号

炉
乾

燥
ス

ト
ー

カ
駆

動
軸

補
修

 

・
 

1、
2
号

炉
ご

み
フ

ィ
ー

ダ
パ

ッ
キ

ン
取

替
 

・
 

1、
2
号

炉
再

燃
室

耐
火

材
一

部
補

修
 

・
 

1、
2
号

炉
間

仕
切

壁
、

ケ
ー

シ
ン

グ
貼

替
補

修
 

・
 

1、
2
号
ご
み
フ
ィ
ー
ダ
滑
車
、
フ
ィ
ー
ダ
パ
ッ
キ
ン
取
替

・
 

1、
2
号
炉
再
燃
焼
室
上
部
煉
瓦
積
替

 

・
 

1、
2
号
炉
再
燃
焼
室
天
井
及
び
ガ
ス
冷
却
室
天
井
キ
ャ
ス

タ
ブ
ル
打
替

 

・
 

2
号
炉
乾
燥
輻
射
ア
ー
チ
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル
打
替

 

・
 

1、
2
号
炉
ホ
ッ
パ
シ
ュ
ー
ト
下
部
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル
打
替

 

・
 

1、
2
号
炉
灰
シ
ュ
ー
ト
改
良
・
取
替

 

・
 

1、
2
号
炉
ロ
ス
ト
ル
一
部
交
換

 

ガ
ス

冷
 

・
 

1、
2
号

炉
ガ

ス
冷

却
室

傾
斜

側
壁

鉄
板

貼
合

補
修

・
 

1、
2
号

炉
ガ

ス
冷

却
室

耐
火

材
打

替
補

修
 

・
 

ガ
ス

冷
却

室
外

部
H

鋼
フ

レ
ー

ム
修

理
 

・
 

2
号

炉
ガ

ス
冷

却
室

灰
出

し
集

合
シ

ュ
ー

ト
取

替

修
理

 

・
 

（
№

1、
2、

3）
ガ

ス
冷

却
用

加
圧

ポ
ン

プ
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

 

・
 

2
号

ガ
ス

冷
却

室
耐

火
材

補
修

 

・
 

ガ
ス

冷
却

配
管

及
び

圧
力

配
管

補
修

 

・
 

2
号

炉
ガ

ス
冷

却
室

耐
火

物
補

修
 

・
 

噴
射

水
加

圧
ポ

ン
プ

補
修

 

排
ガ

ス
処

理
 

・
 

1、
2
号

EP
ケ

ー
シ

ン
グ

一
部

鉄
板

張
合

補
修

 

・
 

1、
2
号

EP
チ

ェ
ー

ン
ガ

イ
ド

取
替

補
修

 

・
 

1、
2
号

EP
点

検
口

扉
補

修
 

・
 

EP
ロ

ー
タ

リ
ー

バ
ル

ブ
押

え
ガ

イ
ド

補
修

1、
2

号
 

 

・
 

EP
テ

ン
シ

ョ
ン

シ
ャ

フ
ト

取
替

（
1、

2
号

）
 

・
 

EP
灰

出
装

置
部

品
取

替
（

1、
2
号

）
 

・
 

ダ
ス

ト
コ

ン
ベ

ア
ス

ク
レ

ー
パ

取
替

 

・
 

テ
ン

シ
ョ

ン
ガ

イ
ド

及
び

チ
ェ

ー
ン

ガ
イ

ド
取

替

・
EP

槌
打

装
置

補
修

 

通
風

 
・
バ
イ

パ
ス

煙
道

ケ
ー

シ
ン

グ
補

修
 

・
 

1、
2
号

炉
冷

押
込

集
合

ダ
ク

ト
補

修
 

・
 

イ
ン

バ
ー

タ
調

整
1、

2
号

炉
 

・
 

バ
イ

パ
ス

ダ
ク

ト
取

替
補

修
 

・
 

イ
ン

バ
ー

タ
基

板
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

1
号

 
・

 
1、

2
号

炉
冷

ダ
ク

ト
分

岐
部

一
部

取
替

 
・

 
ID

F
速

度
制

御
盤

交
換

 
・

 
煙

突
レ

ン
ガ

目
地

補
修

 

灰
出

し
 

・
 

№
2
主
灰
出
コ
ン
ベ
ア
チ
ェ
ー
ン
修
理

 

・
 

№
2
主
灰
出
コ
ン
ベ
ア
駆
動
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
・
ス
ト
リ
ッ

パ
ー
取
替

 

・
 

№
2
主
灰
出
コ
ン
ベ
ア
補
修

 

・
 

№
1、

2
主
灰
コ
ン
ベ
ア
底
部
ケ
ー
シ
ン
グ
貼
合
 
他
修
理

・
 

№
1
主
灰
出
コ
ン
ベ
ア
補
修

 

・
 

№
1、

2
炉

下
コ

ン
ベ

ア
駆

動
部

ス
プ

ロ
ケ

ッ
ト

カ
バ

ー
取

替
 

・
 

№
2
主
灰
出
コ
ン
ベ
ア
底
板
補
修

 

・
 

№
1、

2
灰
出
コ
ン
ベ
ア
チ
ェ
ー
ン
及
び
ス
ク
レ
ー
パ
取
替

・
 

№
1
コ

ン
ベ

ア
下

部
施

工
取

付
補

修
 

・
 

№
1
主

灰
出

コ
ン

ベ
ア

傾
斜

ト
ラ

フ
取

替
 

・
 

リ
ー

タ
ー

側
底

板
貼

替
 

・
 

主
灰

出
し

コ
ン

ベ
ヤ

底
板

補
修

 
・

 
1、

2
号

炉
下

コ
ン

ベ
ヤ

一
部

補
修

 

そ
の

他
 

・
 

プ
レ

ス
機

主
押

油
圧

シ
リ

ン
ダ

ー
パ

ッ
キ

ン
取

替

・
 

監
視

カ
メ

ラ
用

撮
像

管
取

替
調

整
 

・
 

プ
レ

ス
機

フ
タ

軸
補

修
 

・
 

前
処

理
設

備
 

（
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
用
ろ
布
交
換
可
燃
性
ガ
ス
検
知
警
報
器
取

替
）

・
 

監
視

カ
メ

ラ
交

換
 

・
 

漏
電

プ
レ

ー
カ

ー
取

替
 

・
 

高
圧

CT
及

び
変

圧
器

絶
縁

油
取

替
 

・
 

災
害
復
旧
工
事
（
ア
ク
リ
ル
バ
ー
取
替
・
ル
ー
フ
ァ
ン

2

台
取
替
（
ゴ
ミ
ピ
ッ
ト
）
・
屋
外
防
水
シ
ー
ト
張
替
）

 

・
 

ト
ラ

ン
ス

取
替

 
・

 
破

砕
機

肉
盛

溶
接

 
・

 
ス

ク
ラ

ッ
プ

プ
レ

ス
改

良
補

修
 

・
 

前
処

理
設

備
 

（
不

燃
物

破
砕

機
上

部
ケ

ー
シ

ン
グ

取
替

）

・
 

粗
大

ご
み

集
積

場
設

置
 

・
 

温
水

タ
ン

ク
補

修
 

・
 

破
砕

機
部

品
取

替
補

修
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年
度

 
平

成
５

年
度

 
（

基
幹

的
施

設
整

備
工

事
）

 
平
成
６
年
度

 
平

成
７

年
度

 
平

成
８

年
度

 
（

基
幹

的
施

設
整

備
工

事
）

 
受

入
・

供
給

 
・

 
ク

レ
ー

ン
キ

ャ
ッ

プ
タ

イ
ヤ

交
換

 
・

 
ク

レ
ー

ン
バ

ケ
ッ

ト
補

修
 

・
 
ク

レ
ー

ン
ワ

イ
ヤ

ー
交

換
 

・
 
ト

ラ
ッ

ク
ス

ケ
ー

ル
点

検
整

備
 

・
 
ク

レ
ー

ン
バ

ケ
ッ

ト
補

修
 

・
 
ク

レ
ー

ン
バ

ケ
ッ

ト
交

換
 

・
 
ご

み
ク

レ
ー

ン
整

備
 

・
 
ご

み
ク

レ
ー

ン
バ

ケ
ッ

ト
整

備
 

・
 
ご

み
計

量
器

整
備

、
取

替
 

・
 
ご

み
ク

レ
ー

ン
計

量
装

置
及

び
ロ

ー
ド

セ
ル

取
替

 

燃
焼

 
・

 
1、

2
号

炉
乾

燥
ス

ト
ー

カ
滑

車
交

換

・
 

1、
2
号

炉
下

部
炉

冷
ダ

ク
ト

補
修

 
・

 
1、

2
号

炉
ロ

ス
ト

ル
部

分
交

換
 

・
 

1
号

炉
再

燃
室

天
井

耐
火

物
打

替
 

・
 

1、
2
号

炉
燃

焼
輻

射
ア

ー
チ

打
替

 

・
 
油

圧
ユ

ニ
ッ

ト
オ

ー
バ

ー
ホ

ー
ル

 
・

 
1、

2
号

炉
再

燃
室

仕
切

壁
打

替
 

・
 

1
号

炉
乾

燥
輻

射
ア

ー
チ

打
替

 
・

 
1、

2
号

炉
駆

動
滑

車
交

換
 

 
・

 
ご

み
投

入
ホ

ッ
パ

取
替

 
・

 
ご

み
フ

ィ
ー

ダ
取

替
 

・
 
投

入
ゲ

ー
ト

取
替

、
開

閉
信

号
取

付
 

・
 
乾

燥
・

燃
焼

火
格

子
取

替
 

・
 
耐
火
レ
ン
ガ
積
替
及
び
キ
ャ
ス
タ
打
替

 
・

 
再

燃
室

天
井

耐
火

材
打

替
 

ガ
ス

冷
 
・

 
1、

2
号

ガ
ス

冷
却

室
下

部
改

良
 

・
 

1、
2
号

ガ
ス

冷
却

室
耐

火
物

補
修

 
・

 
1、

2
号

炉
AH

入
口

耐
火

物
打

替
 

・
 

1
号

ガ
ス

冷
却

室
金

物
補

修
 

・
 
ガ

ス
冷

却
用

下
部

配
管

交
換

 
・

 
噴

射
水

加
圧

ポ
ン

プ
オ

ー
バ

ー
ホ

ー

ル
 

・
 

1、
2
号

炉
ガ

ス
冷

却
室

仕
切

壁
打

替
・

 
ガ

ス
冷

却
室

天
井

耐
火

材
打

替
 

排
ガ

ス
処

理
 
・

 
EP

部
分

補
修

 
   

・
 

EP
集

じ
ん

板
補

修
 

・
 
エ

ア
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

交
換

 
・

 
エ

ア
ド

ラ
イ

ア
ー

交
換

 
・

 
EP

放
電

線
一

部
交

換
 

・
 
集

じ
ん

器
放

電
極

取
替

 
・

 
集

じ
ん

器
放

電
極

取
替

 
・

 
 

〃
 

 
集

じ
ん

板
取

替
 

・
 
 

〃
 

 
内

部
鋼

板
張

替
 

・
 
 

〃
 

 
底
部
・
温
風
ヒ
ー
タ
取
替

 
通

風
 

  
・

 
煙

突
補

強
 

・
 
避

雷
針

交
換

 
・

 
煙

突
入

口
排

ガ
ス

ダ
ク

ト
補

修
 

・
 

1、
2
号

炉
誘

引
送

風
機

整
備

 
・

 
煙

突
入

口
排

ガ
ス

ダ
ク

ト
取

替
 

灰
出

し
 
・

 
主

灰
出

し
コ

ン
ベ

ヤ
改

良
 

・
 

1、
2
号

炉
下

コ
ン

ベ
ヤ

改
良

 
・

 
ダ

ス
ト

加
湿

器
改

良
 

・
 
灰

バ
ン

カ
改

良
 

 
 

・
 

EP
ダ

ス
ト

コ
ン

ベ
ヤ

取
替

 
・

 
ロ

ー
タ

リ
ー

バ
ル

ブ
取

替
 

・
 
加

湿
器

取
替

 
・

 
灰

バ
ン

カ
取

替
 

そ
の

他
 
・

 
ス

ク
ラ

ッ
プ

プ
レ

ス
補

修
 

・
 
破

砕
機

部
品

取
替

補
修

 
  

・
 
ア

ル
ミ

ホ
ッ

パ
改

良
 

・
 
不

燃
振

動
選

別
器

改
良

 
・

 
プ

レ
ス

搬
出

用
ホ

イ
ス

ト
交

換
 

・
 
破

砕
機

部
分

取
替

補
修

 

・
 
電

灯
盤

絶
縁

不
良

改
善

 
・

 
洗

車
場

排
水

ポ
ン

プ
取

替
 

・
 
消

防
設

備
改

修
 

・
 
プ

ラ
ン

ト
受

水
槽

給
水

ポ
ン

プ
取

替

・
 
破

砕
機

ハ
ン

マ
ー

取
替

 
・

 
№

2
可

燃
コ

ン
ベ

ヤ
ベ

ル
ト

取
替
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年
度

 
平
成
９
年
度

 
平

成
１

０
年

度
 

（
基

幹
的

施
設

整
備

工
事

）
 

平
成

１
１

年
度

 
（

基
幹

的
施

設
整

備
工

事
）

 
平

成
１

２
年

度
 

受
入

・
供

給
 
・
 
A

ク
レ

ー
ン

移
動

キ
ャ

プ
タ

イ

ヤ
取
替

 
・
 
A
ク
レ
ー
ン
巻
上
モ
ー
タ
整
備

 

・
 
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

出
入

口
シ

ャ

ッ
タ
ー
取
替

 
・
 
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

土
間

コ
ン

ク

リ
ー
ト
補
修

 

 
・

計
量

器
整

備
 

燃
焼

 
 

・
 
火
格
子
滑
車
整
備
補
修

 
・
 
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
整
備

 
 

※
 

1、
2
号

炉
再

燃
バ

ー
ナ

ー
設

置

※
 

油
圧

ユ
ニ

ッ
ト

オ
イ

ル
ク

ー
ラ

ー
取

替
 

 

ガ
ス

冷
 
・
 
ガ
ス
冷
却
用
配
管
取
替
（
上
部

）

・
 
2
号
炉
ガ
ス
冷
却
室
補
修

 
・
 
ガ
ス
冷
却
用
配
管
取
替
（
下
部
）

※
 

1、
2
号

炉
噴

射
ノ

ズ
ル

取
替

 
・

 
噴

射
水

加
圧

ポ
ン

プ
取

替
 

排
ガ

ス
処

理
 

 
・
 
2
号

EP
制

御
装

置
補

修
 

 
※
 
活

性
炭

吹
込

装
置

設
置

 
※
 
消

石
灰

吹
込

装
置

補
修

 
・

 
1
号

EP
制

御
装

置
補

修
 

通
風

 
・

 
二

次
燃

焼
空

気
ダ

ク
ト

取
替

、
改

造

・
 

1、
2
号

炉
誘

引
送

風
機

補
修
・
整

備

・
 
煙

突
筒

身
レ

ン
ガ

緩
み

補
強

・
補

修

   

※
 
空

気
予

熱
器

取
替

及
び

増
設

 
※
 
煙

突
内

筒
入

替
補

修
 

・
 
炉

冷
却

、
二

次
燃

焼
、

押
込

送
風

機
整

備
 

灰
出

し
 

 
    

※
 

コ
ン

ベ
ヤ

補
修
（

№
１

、
№

2 
炉

下
）

※
 
ダ

ス
ト

搬
出

コ
ン

ベ
ヤ

補
修

 
※
 
飛

灰
処

理
装

置
設

置
 

※
 
固

化
物

バ
ン

カ
設

置
 

 

そ
の

他
 
・
 
ス
ク
ラ
ッ
プ
置
場
設
置

 
・
 
破
砕
機
ハ
ン
マ
ー
取
替

 
・
 
非
常
用
発
電
機
点
検
整
備

 
・
 
高
圧
ガ
ス
負
荷
開
閉
器
取
替

 
 

・
 
プ

ラ
ン

ト
用

コ
ン

プ
レ

ッ
サ

取
替

 
・
 
前
処
理
設
備
破
砕
機
ハ
ン
マ
ー
取
替

 
・

 
 

 
〃

 
 

バ
グ

フ
ィ

ル
タ

整
備

 
・
 
 

 
〃
 

 
排
風
機
整
備

 
・
 
 

 
〃
 

 
傾

斜
コ

ン
ベ

ヤ
取

替
 

・
 
一
酸
化
炭
素
濃
度
計
設
置

 
  

・
 
破
砕
機
整

備
（

ハ
ン

マ
ー

、
ラ

イ

ナ
ー
取
替

）
 

・
 
灰
バ
ン
カ

室
シ

ャ
ッ

タ
ー

取
替

 

・
 
粗

大
ご

み
置

場
屋

根
設

置
及

び
路

盤
改

良
 

・
 
CO

、
CO

2
計

修
繕

、
整

備
 

・
 
前

処
理

設
備

プ
レ

ス
機

補
修

 
・

 
 

 
〃

 
 

破
砕
機
ハ
ン
マ
ー
取
替

 
・

 
 

 
〃

 
 

プ
レ
ス
機
作
動
油
取
替

 
・

 
粗

大
ご

み
置

場
遮

光
ネ

ッ
ト

設
置

 
・

 
河

川
水

、
取

水
設

備
設

置
 

 
※

は
排

ガ
ス

高
度

処
理

施
設

整
備

工
事
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年
度

 
平
成
１
３
年
度

 
平
成
１
４
年
度

 
平

成
１

５
年

度
 

平
成

１
６

年
度

 

受
入

・
供

給
 

 
   

 
 

燃
焼

 
・
 
火
格
子
駆
動
用
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
整
備

 
・
 

1
号
炉
燃
焼
室
耐
火
物
打
替

 
 

・
 
給

塵
装

置
乾

燥
シ

リ
ン

ダ
ー

整

備
 

・
 
2
号
炉
燃
焼
室
耐
火
物
打
替

 

 
 

ガ
ス

冷
 

 
   

 
 

排
ガ

ス
処

理
 

 
   

 
・

 
電

気
集

じ
ん

器
制

御
装

置
修

理
 

通
風

 
・
 

1、
2
号
誘
引
送
風
機
補
修
整
備

 
・
 
1、

2
号
炉

AH
上
部
伝
熱
管
取
替

補
修

 
 

・
 
誘

引
送

風
機

軸
受

け
モ

ー
タ

ー

ベ
ア
リ
ン

グ
取

替
調

整
 

 

 

灰
出

し
 

 
   

  
 

そ
の

他
 
・

 
エ

ア
ー

シ
ャ

ワ
ー

室
設

置
 

・
 
ア
ル
ミ
選
別
機
ロ
ー
タ
ー
ド
ラ
ム
取
替

 
・

 
前

処
理

設
備

プ
レ

ス
機

取
替

 
・

 
軟

水
装

置
取

替
 

・
 
前

処
理

設
備

破
砕

機
ハ

ン
マ

ー
取

替

・
 
オ

イ
ル

フ
リ

ー
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

設

置
（

呼
吸

用
）

 
   

・
前

処
理

設
備

破
砕

機
ハ

ン
マ

ー
取

替
 

・
 
各

油
圧

駆
動

装
置

、
油

圧
ユ

ニ
ッ

ト

整
備

、
灰

バ
ン

カ
油

圧
配

管
取

替
 

・
 
前

処
理

設
備

ダ
ス

ト
集

じ
ん

装

置
バ

グ
フ

ィ
ル

タ
ー

他
取

替
整

備
補
修

 
・
 
給
湯
タ
ン
ク

取
替

設
置

工
事

 
・
 
フ

ェ
ン

ス
取

替
及

び
路

盤
補

修

工
事
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年
度

 
平
成
１
７
年
度

 
平
成
１
８
・
１
９
年
度
（
基
幹
的
施
設
整
備
工
事
）

 
平
成
２
０
年
度

 

受
入

・
供

給
 

    

・
 
計
量
シ
ス
テ
ム
全
面
更
新

 
・
 
Ａ
ク
レ
ー
ン
バ
ケ
ッ
ト
更
新

 
・
 
Ａ
ク
レ
ー
ン
ケ
ー
ブ
ル
巻
取
り
装
置
を
ぜ
ん
ま
い
式
か
ら
電
動
式
に
更
新

 
・
 
ご
み
ク
レ
ー
ン
の
計
量
シ
ス
テ
ム
更
新

 

 

燃
焼

 
     

・
 
ご
み
投
入
ホ
ッ
パ
更
新
、
ホ
ッ
パ
ゲ
ー
ト
更
新
、
給
じ
ん
装
置
更
新

 
・
 
乾
燥
ス
ト
ー
カ
更
新
、
燃
焼
ス
ト
ー
カ
更
新
、
後
燃
焼
ス
ト
ー
カ
更
新

 
・
 
耐
火
物
、
空
冷
壁
及
び
ホ
ッ
パ
シ
ュ
ー
ト
更
新
。

 
・
 
燃
焼
炉
本
体
全
面
更
新
。（

再
燃
焼
室
増
設
拡
張
）

 
・
 
炉
駆
動
用
油
圧
装
置
、
油
圧
配
管
全
面
更
新

 
・
 
助
燃
バ
ー
ナ
更
新

 

 

ガ
ス

冷
 

  
・
 
ガ
ス
冷
却
室
更
新

 
・
 
噴
射
ノ
ズ
ル
更
新

 
・
 
噴
射
水
加
圧
ポ
ン
プ
更
新

 
・
 
ノ
ズ
ル
冷
却
フ
ァ
ン
更
新

 

 

排
ガ

ス
処

理
 
・
 

2
号
炉
誘
引
送
風
機
整
備
補
修

 
 

・
 
ろ
過
式
集
じ
ん
器
（
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
）
新
設

 
・

 有
害
ガ
ス
除
去
装
置
、
活
性
炭
の
導
入
管
、
消
石
灰
及
び
活
性
炭
配
管
及
び
ノ
ズ
ル
の
更
新

 
 

通
風

 
    

・
 
押
込
送
風
機
更
新
、
二
次
燃
焼
送
風
機
更
新

 
・
 
風
道
更
新

 
・
 
二
次
減
温
装
置
（
減
温
塔
）
新
設

 
・
 
建
屋
出
口
か
ら
煙
突
を
除
き
更
新

 
・

 誘
引
送
風
機
更
新

 

 

灰
出

し
 

    

・
 
落
じ
ん
灰
コ
ン
ベ
ヤ
新
設

 
・
 
炉
下
コ
ン
ベ
ヤ
更
新
、
灰
出
し
コ
ン
ベ
ヤ
更
新
、
灰
バ
ン
カ
更
新

 
・
 
減
温
塔
下
ダ
ス
ト
コ
ン
ベ
ヤ
更
新
、
ダ
ス
ト
コ
ン
ベ
ヤ
更
新

 
・
 
固
化
物
バ
ン
カ
ゲ
ー
ト
更
新

 

・
 
混
練
機
取
替
工
事

 

そ
の

他
 
・
 
工
業
用
水
敷
設
工
事

 
・
 
破
砕
機
整
備
補
修

 
  

基
幹
改
良
に
含
ま
れ
な
い
工
事
（
平
成
１
９
年
度
）

 
・

  
ご
み
計
量
器
積
載
台
更
新

 
・
 
不
燃
ご
み
置
場
屋
根
工
事

 
・
 
エ
ア
ー
カ
ー
テ
ン
設
置
工
事

 
・
 
煙
突
補
修
工
事
（
炭
素
繊
維
補
強
）

 

・
屋
外
ト
イ
レ
新
築
工
事
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年
度

 
平
成
２
１
年
度

 
平
成
２
２
年
度

 
平
成
２
３
年
度

 
平
成
２
４
年
度

 

受
入

・
供

給
 

 
    

・
ご
み
ピ
ッ
ト
 
ル
ー
フ
ァ
ン
取
替

 
 

・
１
、
２
号
炉
給
じ
ん
装
置
 
底
板
敷

設
補
修

 
 

燃
焼

 
 

    

・
１
、
２
号
炉
 
耐
火
物
補
修

 
・
１
、
２
号
炉
 
再
燃
焼
耐
火
物
補
修

 
 

ガ
ス

冷
 

 
    

・
１
、
２
号
 
ガ
ス
冷
天
井
耐
火
物
補
修

 
 

 

排
ガ

ス
処

理
 

 
    

 
 

通
風

 
    

 
 

 

灰
出

し
 

 
    

  
 

そ
の

他
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年
度

 
平
成
２
５
年
度

 
平
成
２
６
年
度

 
平
成
２
７
年
度

 
平
成
２
８
年
度

 

受
入

・
供

給
 

 
・
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
部
品
交
換

 
   

・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
照
明

LV
D
切
替

 
・
エ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
取
替

 
・

A
ク
レ
ー
ン
巻
上
ド
ラ
ム
取
替

 
・
ク
レ
ー
ン
室
エ
ア
コ
ン
更
新

 

燃
焼

 
 

    

 
 

ガ
ス

冷
 

 
    

・
減
温
塔
ダ
ス
ト
シ
ュ
ー
ト
修
繕

 
・
ロ
ー
タ
リ
ー
バ
ル
ブ
取
替

 
・

1、
2
号
上
部
耐
火
物
部
分
補
修

 

排
ガ

ス
処

理
 

 
    

・
BF

温
風
循
環
ダ
ク
ト
補
修
工
事

 
 

通
風

 
・
煙
突
補
修
工
事

 
   

 
・
炉
壁
空
冷
送
風
機
モ
ー
タ
ー
修
繕

 
・

1
号

BF
入
口
ダ
ク
ト
修
繕

 
・

1、
2
号
誘
引
送
風
機
補
修

 

灰
出

し
 

 
・
固
化
物
バ
ン
カ
ー
修
繕

 
   

  
 

そ
の

他
 
・
管
理
棟
ア
ル
ミ
雨
戸
新
設
工
事

 
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
置
き
場
擁
壁
修
繕
工
事

 
・
プ
ラ
ン
ト
用
給
水
配
管
修
繕
工
事

 
・
工
業
用
水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
工
事

 
 

・
ご
み
投
入
扉
（

N
o2

片
側
扉
）
修
理

 
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
取
替
工
事
（

1
台
）

 
・
洗
車
場
整
備
工
事

 
 
（
高
圧
洗
浄
機

2台
・
給
水
配
管
等
）

 

・
プ
ラ
ン
ト
用
揚
水
ポ
ン
プ
取
替
（

2台
）

・
A
重
油
タ
ン
ク
配
管
取
替
工
事

 
・
工
業
用
水
定
水
位
弁
更
新

 
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
修
繕
（
２
台
）

 
・
前
処
理
選
別
機
イ
ン
バ
ー
タ
更
新

 
・
電
力
監
視
（
デ
マ
ン
ド
）
更
新
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年
度

 
平
成
２
９
年
度

 
（
基
幹
的
設
備
改
造
工
事
）

 
平
成
３
０
年
度

 
（
基
幹
的
設
備
改
造
工
事
）

 
令
和

 元
 年

度
 

令
和

 ２
 年

度
 

受
入

・
供

給
 

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
デ
ー
タ
処
理
装
置
更
新

 
2号

ご
み
投
入
ホ
ッ
パ
ー
ゲ
ー
ト
修
繕

 
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
出
口
シ
ャ
ッ
タ
ー
更
新

 
B
ク
レ
ー
ン
巻
上
モ
ー
タ
ー
修
繕

 

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
指
示
計
更
新

 
1号

ご
み
投
入
ホ
ッ
パ
ー
ゲ
ー
ト
修
繕

 
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
水
銀
灯
更
新

 

１
号
、
２
号
給
じ
ん
装
置
更
新

 
２
号
ご
み
投
入
ホ
ッ
パ
ー
下
部
ケ
ー
シ
ン
グ
取
替

 

燃
焼

 
    

乾
燥
・
燃
焼
ス
ト
ー
カ
滑
車
一
部
更
新

 
 

２
号
焼
却
炉
耐
火
物
補
修

 

ガ
ス

冷
 

（
基
幹
的
設
備
改
造
工
事
）

 
1号

ガ
ス
冷
却
室
更
新

 
ガ
ス
冷
却
噴
射
加
圧
ポ
ン
プ
更
新
：

3台
 

 

（
基
幹
的
設
備
改
造
工
事
）

 
2号

ガ
ス
冷
却
室
更
新

 
  

 
 

排
ガ

ス
処

理
 

1号
減
温
塔
下
サ
イ
ク
ロ
減
速
機
更
新

 
   

 
１
号
、
２
号
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
ろ
布
更
新

 
１
、
２
号
減
温
塔
下
部
ケ
ー
シ
ン
グ
取
替

 
消
石
灰
供
給
装
置
整
備

 

通
風

 
（
基
幹
的
設
備
改
造
工
事
）

 
1 号

押
込
送
風
機
更
新

 
1 号

2次
燃
焼
送
風
機
更
新

 
1号

炉
壁
空
冷
送
風
機
更
新

 

（
基
幹
的
設
備
改
造
工
事
）

 
2 号

押
込
送
風
機
更
新

 
2 号

2次
燃
焼
送
風
機
更
新

 
2号

炉
壁
空
冷
送
風
機
更
新

 

 
排
ガ
ス
ダ
ク
ト
煙
道
部
補
修

 

灰
出

し
 

    

（
基
幹
的
設
備
改
造
工
事
）

 
1号

炉
、

2号
炉
落
じ
ん
灰
コ
ン
ベ
ヤ
一
部
更
新

N
o.1

、
N

o.2
主
灰
出
コ
ン
ベ
ヤ
一
部
更
新

 

 
 

そ
の

他
 

コ
ベ
ル
コ
空
気
圧
縮
機
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
：

1台
受
電
高
圧
引
込
開
閉
器
更
新

 
   

（
基
幹
的
設
備
改
造
工
事
）

 
1号

、
2号

公
害
監
視
装
置
更
新

 
コ
ベ
ル
コ
空
気
圧
縮
機
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
：

1台
 

中
央
操
作
制
御
室
デ
ー
タ
ロ
ガ
装
置
更
新

 
中
央
操
作
制
御
室
モ
ニ
タ
（
Ｐ
Ｏ
Ｄ
）
更
新
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年
度

 
令
和
 
３
 
年
度

 
令
和
 
４
 
年
度

 
令
和

 ５
 年

度
 

令
和

 ６
 年

度
 

受
入

・
供

給
 

1号
ご
み
投
入
ホ
ッ
パ
ー
下
部
ケ
ー
シ
ン
グ
取
替

    

 
 

 

燃
焼

 
1号

炉
本
体
耐
火
物
補
修
（
乾
燥
、
燃
焼
室
、
再

燃
焼
室
側
壁
、
再
燃
焼
室
天
井
）

 
   

 
 

 

ガ
ス

冷
 

1号
ガ
ス
冷
却
室
耐
火
物
補
修
（
天
井
）

 
   

 
 

 

排
ガ

ス
処

理
 

    

 
 

 

通
風

 
    

 
 

 

灰
出

し
 

    

 
 

 

そ
の

他
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　　搬入されたもえるごみは焼却処理され、焼却残渣、薬品処理された飛灰は最終処分場にて埋立処分される。

　　次にもえないごみ・危険ごみは手作業により分別され、可燃分は焼却処理施設へ、金属類・使用済蛍光管・

　使用済乾電池・びん類・プラスチック類・使用済小型家電は資源化、その他のもえないごみは不燃物処理施設

　で破砕処理され、最終処分場にて埋立処分される。

　　粗大ごみは重機使用による解体、手作業により分別され、可燃分は焼却処理施設へ、金属類は資源化、

　不燃分は不燃物処理施設で破砕され、最終処分場にて埋立処分される。

　　資源ごみは各市町にて、資源化を行っている。

南城市・八重瀬町

も え る ご み

与那原町・西原町

も え る ご み

もえないごみ

資源化

金属類

使用済蛍光管

危 険 ご み 使用済乾電池

びん類

廃プラスチック

廃小型家電

粗 大 ご み

資 源 ご み

不燃物処理施設

不燃ごみ置場

粗大ごみ置場

第2節　ご み 処 理

図３－５　ごみ処理形態図

東部環境美化センター

焼却処理施設 最終処分場
（埋立）　　　　　　（破砕残渣）

（焼却残渣・飛灰薬品固化）

南 部 広 域 行 政 組 合
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第 2 節　ご み 処 理

１．ごみ処理概要

図３－５　ごみ処理形態図
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2.行政区域内収集対象人口の推移

　行政区域内収集対象人口及び世帯数の推移は、下記の表3-1及び図3-6に示してある。

　令和3年度の収集対象人口は前年同月比で830人（0.63％）の増加となっている。

（当該年度3月末現在）

人　　口 世　帯 人　　口 世　帯 人　　口 世　帯 人　　口 世　帯 人　　口 世　帯

平成29年度 43,598 16,982 30,870 11,869 19,557 8,035 34,948 14,070 128,973 50,956

平成30年度 44,008 17,736 31,280 12,137 19,816 8,210 35,008 14,393 130,112 52,476

令和元年度 44,311 18,108 31,475 12,342 19,939 8,383 35,141 14,707 130,866 53,540

令和2年度 45,045 18,668 31,798 12,627 20,104 8,608 35,316 14,973 132,263 54,876

令和3年度 45,530 19,038 32,229 12,844 19,990 8,712 35,344 15,155 133,093 55,749

図3-6　収集対象人口の推移図

表3-1　収集対象人口の推移

合　　　計与那原町 西 原 町南城市 八重瀬町
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与 那 原 町

2．行政区域内収集対象人口の推移

表 3-1　収集対象人口の推移

図 3-6　収集対象人口の推移図



3.ごみ搬入量の推移

　（1）　市町別搬入量の推移

　　        委託、許可業者及び一般持込みの搬入量の推移は表3-2に示すとおりである。

　　　　　　平成26年度より南城市全域及び八重瀬町の可燃ごみ焼却処理を行う。又、今まで当センターにおいて

　　　　　処理してきた南城市佐敷の不燃ごみ及び粗大ごみは、島尻環境美化センターにて行うことにより、

　　　　　当センターへの搬入はなし。

　　　　　　搬入量の内訳として事業系ごみ（会社・店舗等）は、令和3年度では総搬入量の29.30％を占めている。

量 前年比較 量 前年比較 量 前年比較 量 前年比較 量 前年比較

平成29年度 9,803.31 3.6 6,705.76 3.1 5,032.62 1.9 9,555.44 △ 0.3 31,097.13 2.0

平成30年度 10,135.73 3.4 6,925.07 3.3 5,276.64 4.8 9,982.25 4.5 32,319.69 3.9

令和元年度 10,231.35 0.9 7,011.77 1.3 5,269.90 △ 0.1 10,078.54 1.0 32,591.56 0.8

令和2年度 10,505.86 2.7 7,205.37 2.8 5,416.83 2.8 10,132.05 0.5 33,260.11 2.1

令和3年度 10,683.47 1.7 7,206.35 0.0 5,367.83 △ 0.9 10,069.48 △ 0.6 33,327.13 0.2

図3-7　搬入量の推移図

合　　　計与那原町 西 原 町南城市 八重瀬町

表3-2　搬入量の推移

（単位：ｔ・％）
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10,000.00

15,000.00

20,000.00

25,000.00

30,000.00

35,000.00

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

（ｔ）

八 重 瀬 町

南 城 市

西 原 町

与 那 原 町

表 3-2　搬入量の推移

図 3-7　搬入量の推移図
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3．ごみ搬入量の推移



　（2）業種別搬入量・搬入台数の推移

　　委託、許可業者及び一般持込みの業種別搬入量と搬入車両台数の推移は表3-4に示すとおりである。

　　1日平均の搬入量・搬入車両台数は、表3-4を搬入日数で割ると表3-3のとおりである。

委託業者

許可業者

一般持込

合　計

車両台数 搬入量 車両台数 搬入量 車両台数 搬入量 車両台数 搬入量 車両台数 搬入量

委託業者 3,489 7,242.59 3,584 7,463.33 3,731 7,565.54 3,739 7,982.62 3,851 8,089.38

許可業者 1,800 2,313.09 1,902 2,432.17 1,928 2,419.35 1,909 2,391.07 2,022 2,461.01

一般持込 1,348 247.63 1,575 240.23 1,631 246.46 1,129 132.17 1,013 133.08

計 6,637 9,803.31 7,061 10,135.73 7,290 10,231.35 6,777 10,505.86 6,886 10,683.47

委託業者 2,671 5,485.61 2,588 5,614.43 2,540 5,483.25 2,437 5,388.67 2,391 5,352.22

許可業者 1,558 1,168.41 1,649 1,267.39 1,888 1,471.68 1,637 1,749.22 1,757 1,808.26

一般持込 434 51.74 438 43.25 595 56.84 634 67.48 478 45.87

計 4,663 6,705.76 4,675 6,925.07 5,023 7,011.77 4,708 7,205.37 4,626 7,206.35

委託業者 2,428 3,132.71 2,436 3,254.58 2,546 3,264.26 2,635 3,398.82 2,571 3,369.08

許可業者 1,900 1,721.56 2,225 1,793.70 1,810 1,786.20 1,621 1,783.53 1,598 1,792.98

一般持込 1,568 178.35 2,025 228.36 2,061 219.44 2,124 234.48 1,940 205.77

計 5,896 5,032.62 6,686 5,276.64 6,417 5,269.90 6,380 5,416.83 6,109 5,367.83

委託業者 3,508 5,617.97 3,544 5,864.28 3,642 5,900.64 3,697 6,145.58 3,668 6,114.03

許可業者 2,284 3,836.74 2,290 3,990.79 2,278 4,056.36 2,270 3,852.18 2,306 3,821.81

一般持込 810 100.73 1,089 127.18 1,112 121.54 1,189 134.29 1,178 133.64

計 6,602 9,555.44 6,923 9,982.25 7,032 10,078.54 7,156 10,132.05 7,152 10,069.48

委託業者 12,096 21,478.88 12,152 22,196.62 12,459 22,213.69 12,508 22,915.69 12,481 22,924.71

許可業者 7,542 9,039.80 8,066 9,484.05 7,904 9,733.59 7,437 9,776.00 7,683 9,884.06

一般持込 4,160 578.45 5,127 639.02 5,399 644.28 5,076 568.42 4,609 518.36

計 23,798 31,097.13 25,345 32,319.69 25,762 32,591.56 25,021 33,260.11 24,773 33,327.13

与
那
原
町

西
原
町

南
城
市

合
　
計

表3-4　　業種別搬入量・搬入車両台数の推移

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

（単位：台・ｔ）

平成29年度

八
重
瀬
町

81

表3-3　　1日平均搬入量・搬入車両台数の推移
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表 3-3　　1 日平均搬入量 ・ 搬入車両台数の推移

表 3-4　　業種別搬入量 ・ 搬入車両台数の推移



　（3）市町・ごみ種類・業種別　総搬入量の推移

　　市町別、ごみ種類別、業種別の総搬入量の推移は、表3-5に示すとおりである。

表3-5　市町・ごみ種類・業種別　総搬入量の推移 　　　（単位：ｔ）

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

委託業者 7,242.59 7,463.33 7,565.54 7,982.62 8,089.38

許可業者 2,313.09 2,432.17 2,419.35 2,391.07 2,461.01

直接搬入 247.63 240.23 246.46 132.17 133.08

役所等 54.72 95.64 44.91 61.84 62.08

計 9,858.03 10,231.37 10,276.26 10,567.70 10,745.55

委託業者

許可業者

直接搬入

役所等

計 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

委託業者

許可業者

直接搬入

役所等

計 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

委託業者 7,242.59 7,463.33 7,565.54 7,982.62 8,089.38

許可業者 2,313.09 2,432.17 2,419.35 2,391.07 2,461.01

直接搬入 247.63 240.23 246.46 132.17 133.08

役所等 54.72 95.64 44.91 61.84 62.08

合　　計 9,858.03 10,231.37 10,276.26 10,567.70 10,745.55

委託業者 5,485.61 5,614.43 5,483.25 5,388.67 5,352.22

許可業者 1,168.41 1,267.39 1,471.68 1,749.22 1,808.26

直接搬入 51.74 43.25 56.84 67.48 45.87

役所等 44.89 104.72 149.30 228.35 82.23

計 6,750.65 7,029.79 7,161.07 7,433.72 7,288.58

委託業者

許可業者

直接搬入

役所等

計 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

委託業者

許可業者

直接搬入

役所等

計 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

委託業者 5,485.61 5,614.43 5,483.25 5,388.67 5,352.22

許可業者 1,168.41 1,267.39 1,471.68 1,749.22 1,808.26

直接搬入 51.74 43.25 56.84 67.48 45.87

役所等 44.89 104.72 149.30 228.35 82.23

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

合　　計 6,750.65 7,029.79 7,161.07 7,433.72 7,288.58

計

計

南
城
市

不燃ごみ

粗大ごみ

八
重
瀬
町

可燃ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

表3-5　市町 ・ ごみ種類 ・ 業種別　総搬入量の推移
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平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

委託業者 3,010.01 3,121.37 3,111.78 3,213.56 3,188.24

許可業者 1,670.09 1,731.00 1,736.08 1,737.67 1,747.32

直接搬入 104.76 120.21 114.86 120.67 91.61

役場等 215.81 238.61 232.09 228.27 188.28

愛の園 22.68 12.59 13.61 21.95 21.55

計 5,023.35 5,223.78 5,208.42 5,322.12 5,237.00

委託業者 74.49 80.68 84.73 100.20 93.77

許可業者 51.47 62.70 50.12 45.86 45.66

直接搬入 9.16 18.08 24.26 20.29 17.57

役場等 0.45 0.67 4.33 1.15 1.02

愛の園 0.43 0.44 0.43 0.10 0.16

計 136.00 162.57 163.87 167.60 158.18

委託業者 48.21 52.53 67.75 85.06 87.07

許可業者 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

直接搬入 64.43 90.07 80.32 93.52 96.59

役場等 5.26 4.45 9.20 3.79 10.43

愛の園 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

計 117.90 147.05 157.27 182.37 194.09

委託業者 3,132.71 3,254.58 3,264.26 3,398.82 3,369.08

許可業者 1,721.56 1,793.70 1,786.20 1,783.53 1,792.98

直接搬入 178.35 228.36 219.44 234.48 205.77

役場等 221.52 243.73 245.62 233.21 199.73

愛の園 23.11 13.03 14.04 22.05 21.71

合　　計 5,277.25 5,533.40 5,529.56 5,672.09 5,589.27

委託業者 5,310.98 5,514.91 5,521.04 5,689.02 5,685.05

許可業者 3,809.71 3,963.41 4,028.12 3,823.83 3,793.03

直接搬入 53.44 59.39 41.65 51.36 51.13

役場等 12.90 15.18 28.43 17.77 22.49

シルバー人材 1.85 5.83 0.36 11.42 10.45

計 9,188.88 9,558.72 9,619.60 9,593.40 9,562.15

委託業者 199.18 224.04 238.07 289.44 267.85

許可業者 27.03 27.38 28.24 28.35 28.78

直接搬入 4.14 10.97 10.57 12.65 9.62

役場等 2.06 0.52 1.15 1.06 3.58

シルバー人材 1.96 1.77 1.11 1.66 0.98

計 234.37 264.68 279.14 333.16 310.81

委託業者 107.81 125.33 141.53 167.12 161.13

許可業者 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

直接搬入 43.15 56.82 69.32 70.28 72.89

役場等 13.75 2.91 3.03 2.77 8.32

シルバー人材 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

計 164.71 185.06 213.88 240.17 242.34

委託業者 5,617.97 5,864.28 5,900.64 6,145.58 6,114.03

許可業者 3,836.74 3,990.79 4,056.36 3,852.18 3,821.81

直接搬入 100.73 127.18 121.54 134.29 133.64

役場等 28.71 18.61 32.61 21.60 34.39

シルバー人材 3.81 7.60 1.47 13.08 11.43

合　　計 9,587.96 10,008.46 10,112.62 10,166.73 10,115.30

粗大ごみ

与
那
原
町

可燃ごみ

粗大ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

計

不燃ごみ

西
原
町

計
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平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

委託業者 21,049.19 21,714.04 21,681.61 22,273.87 22,314.89

許可業者 8,961.30 9,393.97 9,655.23 9,701.79 9,809.62

直接搬入 457.57 463.08 459.81 371.68 321.69

役場・役所等 328.33 454.14 454.74 536.23 355.08

リサイクル 24.53 18.42 13.97 33.37 32.00

計 30,820.92 32,043.65 32,265.36 32,916.94 32,833.28

委託業者 273.67 304.72 322.80 389.64 361.62

許可業者 78.50 90.08 78.36 74.21 74.44

直接搬入 13.30 29.05 34.83 32.94 27.19

役場・役所等 2.51 1.19 5.48 2.21 4.60

リサイクル 2.39 2.21 1.54 1.76 1.14

計 370.37 427.25 443.01 500.76 468.99

委託業者 156.02 177.86 209.28 252.18 248.20

許可業者 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

直接搬入 107.58 146.89 149.64 163.80 169.48

役場・役所等 19.01 7.36 12.23 6.56 18.75

リサイクル 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

計 282.61 332.11 371.15 422.54 436.43

委託業者 21,478.88 22,196.62 22,213.69 22,915.69 22,924.71

許可業者 9,039.80 9,484.05 9,733.59 9,776.00 9,884.06

直接搬入 578.45 639.02 644.28 568.42 518.36

役場・役所等 349.85 462.69 472.45 545.00 378.43

リサイクル 26.92 20.63 15.51 35.13 33.14

計 31,473.90 32,803.01 33,079.52 33,840.24 33,738.70

合
　
　
計

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

合　　　計
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4．ごみ処理量の推移4.ごみ処理量の推移

　（1）ごみ処理実績の推移

　　ごみ処理の実績（内訳）の推移は、表3-7に示すとおりである。

不法投棄物

⑥

0.64

423.08

0.45

処理受託

332.40

④

30,884.00

0.00 468.99

500.76 500.760.00

⑤（③+④）

②

3,098.93

33,128.97

32,664.20

28,374.97

436.43 0.00

⑤（③+④）④

他施設の

436.43

処理受託

0.00

29,144.02

31,020.73

0.00

0.00

138.19

30,099.21

⑤+⑥

処理量処理量

③（①-②）

1,996.24

32,962.981,776.45

令和3年度 33,738.70 2,717.97 31,020.73

29,005.83

0.00

28,374.97

31,186.53

1,739.98

1,724.24

令和2年度 33,840.24

31,186.53令和元年度 33,079.52 1,892.99

平成30年度 32,803.01

3,172.28 30,667.96

3,797.18

2,108.24

30,667.96

31,473.90平成29年度

計

436.85令和3年度 436.43 0.00

汚泥、不法投棄
組合処理

⑥①

他施設へ

処理委託
ごみ量

合　　計

合計

0.42

令和元年度 371.15 0.00 371.15

令和2年度 0.00 422.54

不燃・粗大からの可燃分、

0.00 332.11332.11平成30年度 0.00 0.29

422.54 0.00 422.54

0.00 371.15

0.54

平成29年度 282.61 0.00 282.61

332.11

282.61

粗大ごみ

0.00

443.01

他施設へ
組合処理

処理委託

令和3年度

処理量

粗　 大

令和元年度

0.00

ごみ量

468.99

① ② ③（①-②）

468.99

令和2年度 500.76

平成30年度 427.25 0.00

370.37

427.25

平成29年度 370.37

443.010.00

令和2年度

令和元年度

3,172.28

2,717.97

32,916.94

32,833.28

32,265.36 1,892.99

0.00

処理委託

他施設へ

①

ごみ量

② ⑤（③+④）

不　燃

令和3年度

④

組合処理

不燃ごみ

他施設の

30,115.31

③（①-②）

31,740.3629,744.66

⑤（③+④）

29,744.66

処理受託

30,124.35

32,223.13

粗大処理より

30,115.31

0.00

処理量

628.07

610.40

④ ⑨

1,052.03

362.09 1,041.07 △ 17.86

380.72

⑤+⑥⑥

処理量

0.00

138.19

27,721.99

⑧

449.86

（単位：ｔ）

28,384.66

処理量

32,148.37

△ 5.61

△ 10.97

他施設の

⑤+⑥+⑦+
⑧+⑨

処理量

島尻環境美化

センターより

（可燃分）

524.75

521.61

資源化
古紙類

⑦

1,106.39 △ 7.36

平成29年度 27,721.99

ごみ量
他施設へ

① ②

処理委託

平成30年度 3,797.18

表3-7　ごみ処理実績の推移

30,372.37

29,445.5930,820.92 3,098.93 0.00

0.00

可燃ごみ

227.32

246.59

315.29

973.04 △ 4.69

950.07

汚泥再生処理

センターより

（汚泥）

③（①-②）

組合処理

28,246.47

処理受託

焼   却 不燃粗大
処理より
（可燃分）

⑥

32,043.65

30,372.37

370.37

283.25

500.76

427.25

371.60

370.37

427.25

443.01

0.00

0.00

0.00

他施設の

0.00

0.00

0.00

0.00

443.01

0.00

468.990.00

処理量

⑤+⑥

表 3-7　ごみ処理実績の推移
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ごみ処理量 電力使用量 電力料金

（t） （kwｈ） （円）

平成29年度 29,815.96 3,013,382 53,354,415 101.1 kwh/t 1,789 円/t

平成30年度 30,551.60 2,981,489 58,096,757 97.6 kwh/t 1,902 円/t

令和元年度 32,591.38 3,039,357 58,012,302 93.3 kwh/t 1,780 円/t

令和2年度 32,241.12 3,005,611 50,957,523 93.2 kwh/t 1,581 円/t

令和3年度 32,692.12 3,079,166 62,084,802 94.2 kwh/t 1,899 円/t

焼却処理量 水道使用量 水道料金

（t） （㎥） （円）

平成29年度 29,445.59 93,907 4,259,799 3.19 ㎥/ｔ 145 円/t

平成30年度 30,124.35 98,102 4,714,318 3.26 ㎥/ｔ 156 円/t

令和元年度 32,148.37 106,746 5,065,663 3.32 ㎥/ｔ 158 円/t

令和2年度 31,740.36 104,057 5,818,735 3.28 ㎥/ｔ 183 円/t

令和3年度 32,223.13 105,686 10,918,690 3.28 ㎥/ｔ 339 円/t

　※平成18年度より工業用水使用。

（単位：㎏）

キレート 消石灰 活性炭

平成29年度 8,000 225,440 16,000

平成30年度 7,000 229,670 15,600

令和元年度 5,000 221,440 14,500

令和2年度 5,000 192,440 12,000

令和3年度 4,000 172,680 6,000

※平成28年度より消石灰（銘柄）変更。

焼却処理量 薬品使用量 薬品料金

（t） （㎏） （円）

平成29年度 29,445.59 249,440 23,067,936 8.47 kg/ｔ 783 円/t

平成30年度 30,124.35 252,270 23,079,438 8.37 kg/ｔ 766 円/t

令和元年度 32,148.37 240,940 21,424,604 7.49 kg/ｔ 666 円/t

令和2年度 31,740.36 209,440 19,118,450 6.60 kg/ｔ 602 円/t

令和3年度 32,223.13 182,680 14,889,305 5.67 kg/ｔ 462 円/t

240,940

209,440

249,440

計

252,270

薬品使用量

焼却処理量1㌧当り

182,680

表3-8　電力使用量の推移

表3-9　水道使用量の推移

表3-10　薬品使用量の推移

ごみ処理量1㌧当り

水道使用量

焼却処理量1㌧当り

使用料電力使用量

使用料

使用料

表 3-8　電力使用量の推移

表 3-9　水道使用量の推移

表 3-10　薬品使用量の推移
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5.最終処分量の推移

　　最終処分量の推移は、表3-11、図3-9に示すとおりである。

　　他施設への処理委託分及び他施設の処理受託分の最終処分量を除いた量である。

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

焼 却 残 渣 (t) 2,737.59 2,868.07 3,053.84 3,244.92 3,287.97

飛灰薬品固化 (t) 809.68 831.56 873.77 768.77 683.47

破 砕 残 渣 (t) 151.13 152.03 163.11 165.44 156.07

計 (t) 3,698.40 3,851.66 4,090.72 4,179.13 4,127.51

前 年 比 (%) △ 11.0 4.1 6.2 2.2 △ 1.2

搬   入   量 (t) 30,099.21 30,884.00 32,962.98 32,664.20 33,128.97

搬入量比 (%) 12.3 12.5 12.4 12.8 12.5

※平成28年度より消石灰（銘柄）変更。

図3-9　最終処分量の推移図

表3-11　最終処分量の推移
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5．最終処分量の推移

表 3-11　最終処分量の推移

図 3-9　最終処分量の推移図
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6.資源化量の推移

　　資源化量の推移は、表3-12、図3-10に示すとおりである。

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

金 属 類 (t) 173.98 160.56 270.33 310.45 279.55

使 用 済 蛍 光 管 (t) 7.41 7.23 7.82 7.42 3.65

使 用 済 乾 電 池 (t) 13.90 12.10 18.91 14.67 23.88

び ん 類 (t) 3.44 2.58 2.30 2.65 1.14

プ ラ ス チ ッ ク 類 (t) 10.60 15.52 20.22 23.27 0.57

使用済小型家電 (t) 79.98 105.82 69.14 88.66 69.69

計 (t) 289.31 303.81 388.72 447.12 378.48

前 年 比 (%) 13.8 5.0 27.9 15.0 △ 15.4

搬 入 量
( 不燃 ごみ ＋粗 大ご み）

(t) 653.62 759.65 814.61 923.84 905.84

搬 入 量 比 (%) 44.3 40.0 47.7 48.4 41.8

表3-12　資源化量の推移

図3-10　資源化量の推移図
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表 3-12　資源化量の推移

図 3-10　資源化量の推移図

6．資源化量の推移
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7．令和３年度  搬入・処理実績7.令和３年度　搬入・処理実績

　　令和３年度における搬入量状況については、図3-11、図3-12、図3-13に示すとおりである。

　　計画処理区域内対象人口は、133,093人（令和4年3月末現在）で前年同月比830人（0.63％）の増

　となり、世帯数は55,749世帯で前年同月比873世帯（1.59％）の増となっている。

　　令和３年度における4市町の総搬入量は、33,738ｔで前年度比△102t（△0.30%）の減となっている。

　　家庭系ごみの搬入量は、22,924ｔで前年度比9ｔ（0.04％）の増となっており、一人1日当り排出量（365日）

　が472ｇで、一世帯当り排出量が1,127ｇとなっている。

　　ごみの種類別割合は、可燃ごみが総搬入量の97.32％を占め、不燃ごみが1.39％、粗大ごみが1.29％と

　なっている。

　　又、市町別の搬入量割合は、南城市が31.85％、八重瀬町が21.60%、与那原町が16.57％、西原町が

　29.98％となっている。

　　令和３年度の処理状況は図3-14で示すとおりである。

可燃ごみ

32,833.28t

97.32%

不燃ごみ

468.99t

1.39%

粗大ごみ

436.43t

1.29%

図3-11 ごみの種類別搬入量の割合図 3-11 ごみの種類別搬入量の割合
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図3-13　市町別の業種別搬入割合

与那原町

26.4%

西 原 町

58.8%

佐 敷 町

14.8%

図2-11 町別の搬入量割合
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図3-12 市町別の搬入量割合
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60.44%
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直接搬入

133.08ｔ

1.24%

役場等

62.08ｔ

0.58%

（南城市）

委託業者
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許可業者

28%

直接搬入
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（合 計）

委託業者

22,924.71ｔ

67.95%

許可業者

9,884.06ｔ

29.30%

直接搬入

518.36ｔ

1.54%

役場等

411.57ｔ

1.21%

（合 計）

委託業者

5,352.22ｔ

73.43%

許可業者

1,808.26ｔ

24.81%

直接搬入

45.87ｔ

0.63%

役場等

82.23ｔ

1.13%

（八重瀬町）

図 3-12 市町別の搬入量割合

図 3-13　市町別の業種別搬入割合
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8．法定試験結果
8.法定試験結果

　（1）ごみ質試験

　　　ごみ質試験の成績結果は、表3-13に示すとおりである。年4回測定した結果の平均値である。

　　　又、令和３年度のごみの種類組成とごみの成分は、図3-15に示すとおりである。

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

46.8 49.7 50.9 49.5 52.4

9.0 10.0 6.5 6.9 4.3

24.8 23.8 24.3 21.2 25.3

10.1 11.2 11.9 12.2 11.1

7.3 1.3 3.8 6.2 5.2

2.0 4.0 2.6 4.0 1.7

92 94 146 153 144

44.8 44.7 44.8 47.8 45.7

48.0 49.6 48.7 44.9 48.6

7.2 5.7 6.5 7.3 5.7

21,220 21,900 20,450 20,050 21,375

11,700 12,030 11,300 10,475 11,625

9,710 10,010 9,280 8,475 9,603

乾　物  発  熱  量   （ｋJ / ㎏）

低  位  発  熱  量   （ｋJ / ㎏）

高  位  発  熱  量   （ｋJ / ㎏）

図3-15　　ごみの種類組成・ごみの成分

表3-13　ごみ質試験成績結果一覧表　（可燃ごみ）

灰 分

可 燃 分

単 位 体 積 重 量　 　（㎏/㎥）

紙 ・ 布 類

木 ・ 竹 ・ ワ ラ 類

項　　　　　　　　目

ご
み
の
成
分

（
％

）

水 分

厨 芥 類

不 燃 物 類

そ の 他

種
類
組
成

（
％

）

ビニール・合成樹脂類

紙・布類

52.4%

木・竹・ワラ類

4.3%

ビニール・合成樹脂

類
25.3%

厨芥類

11.1%

その他

5.2%
不燃物類

1.7%

水分

45.7 %
可燃分

48.6 %

灰分

5.7 %

表 3-13　ごみ質試験成績結果一覧表　（可燃ごみ）

図 3-15　　ごみの種類組成 ・ ごみの成分
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　（2）ごみ焼却炉排ガス

　　　ごみ焼却炉排ガス計量結果は、表3-14に示すとおりである。年2回測定した結果の平均値である。

基準値 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

　（3）焼却残渣

　　　焼却残渣試験結果は、表3-15に示すとおりである。

　　　平成26年度より乾灰を測定。年12回測定した結果の平均値である。

（単位：％）

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30.0 31.9 25.9 25.5 22.9

1.0 0.9 1.3 1.1 1.3

0.7 0.6 1.0 0.8 1.0

　※焼却残渣の熱しゃく減量

　　　　ごみ焼却残渣中に残っている未燃分の重量（％）を示す値で、焼却処理における無公害化、

　　　　安定化の程度を示す指標。維持管理の技術上の基準＝10％以下。

表3-14　ごみ焼却炉排ガス計量結果一覧表　

0.0014(ばいじん酸素濃度補正値）

ｇ/㎥N

0.00130.003 0.00130.08 0.0023

項　　　　目

全硫黄酸化物量

104

0.1

㎥N/ｈ

0.1未満

19 32（塩化水素酸素濃度補正値）

ｍｇ/㎥N

大型不燃物除去後の熱しゃく減量

焼却残渣の熱しゃ く減量

700 22

水 分

大 型 不 燃 物 （ 乾 ）

9

塩 化 水 素 量

項　　　　　　　　目

表3-15　焼却残渣試験結果一覧表　

28

34.4

ば い じ ん 量

121

0.1未満 0.2

107

ｐｐｍ

112250

窒 素 酸 化 物 量

(窒素酸化物酸素濃度補正値）

0.2

103

表 3-14　ごみ焼却炉排ガス計量結果一覧表

表 3-15　焼却残渣試験結果一覧表
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　（4）ダイオキシン類測定結果

　　ダイオキシン類測定結果は、表3-16に示すとおりである。

1.排ガス

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

H29.5.31 H30.5.30 R1.10.11 R2.5.29 R3.8.27

1 号 炉 BF 出 口 (ng-TEQ/ ㎥ N) 0.027 0.024 0.0079 0.00000093 0.024

2 号 炉 BF 出 口 (ng-TEQ/ ㎥ N) 0.011 0.003 0.0069 0.0024 0.034

　※1ng＝10億分の1ｇ

　※平成14年11月30日～　基準値 5ng-TEQ/㎥N 

　※平成19年度～  基幹改良工事に伴い、基準値が1ng-TEQ/㎥N

2.飛灰・焼却灰

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

H29.5.31 H30.5.30 R1.10.11 R2.5.29 R3.8.27

飛 灰 (ng-TEQ/ｇ） 0.480 0.390 ― ― ―

灰 固 化 物 (ng-TEQ/ｇ） 0.044 0.260 0.086 0.069 0.230

焼 却 灰 (ng-TEQ/ｇ） 0.00000084 0.000078 0 0.0038 0.0051

3.作業環境中のダイオキシン類

R2.5.26 R2.11.12 R3.6.2 R3.12.2

ダ イ オ キ シ ン 濃 度 (pg/㎥） 0.15 0.16 0.25 0.61

ジ ベ ン ゾ フ ラ ン 濃 度 (pg/㎥） <0.03 <0.03 ND 0.82

コ プ ラ ナ ー PCB (pg/㎥） 53 10 19 4.8

合 計 (pg/㎥） 54 10 19 6.2

毒 性 等 量 (pg-TEQ/㎥） 0.1 0.073 0.026 0.0026

第1管理区域 第1管理区域 第1管理区域 第1管理区域

　※1ｐg＝1兆分の1ｇ

作業環境の管理区分

第1管理区域 第2管理区域 第3管理区域

D測定値＜2.5 2.5≦D測定値≦3.7 D測定値＞3.7

　※D測定値→毒性等量（pg-TEQ/㎥）

基　　　　　　準　　　　　　値

年　　　　　　　　度

試 料 採 取 場 所

表3-16　ダイオキシン類測定結果一覧表

年　　　　　　　　度

試　　料　　採　　取　　日

管 理 区 分

試　　料　　採　　取　　日

年　　　　　　　　度

試　　料　　採　　取　　日

作業環境が適
切であると判断
される状態

作業環境管理
になお改善の
余地があると判
断される状態

作業環境管理
が適切でないと
判断される状態

焼却炉周辺

1

令和3年度

焼却炉周辺 焼却炉周辺 焼却炉周辺

令和2年度

表 3-16　ダイオキシン類測定結果一覧表
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第１節　処理施設設備の概要

1．南部広域行政組合汚泥再生処理センター

第１節 処理施設設備の概要 
 
１．南部広域行政組合汚泥再生処理センター 
（１）建設概要 

  名  称  南部広域行政組合汚泥再生処理センター 
   所 在 地  沖縄県中頭郡西原町字小那覇９６４番地 
   工 事 費  1,294,263,750 円 
          財源内訳  国庫補助金  504,040,000 円 
                起   債  661,300,000 円 
                一 般 財 源   128,923,750 円 
                  計   1,294,263,750 円 
   工  期  （着 工）平成２４年１２月 
         （竣 工）平成２６年１２月 
         （稼 動）平成２７年 １月 
 
（2） 施設概要 
    処 理 能 力  １０７㎘／日 

● し尿 ７㎘／日 
● 浄化槽汚泥 １００㎘／日 
● 農業集落排水施設脱水汚泥 ０．３㎥／日 

    建 設 規 模  敷地面積  ３，３５６．００㎡ 
            建築面積    ６８５．６９㎡ 
            延床面積  １，５２９．８８㎡ 
    設 計 施 工  日立造船株式会社 
    設計施工監理  日本水工設計株式会社 
    処 理 方 式  固液分離・希釈方式 
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２．処理工程の概要    ＊処理工程フローシート参照 
 
（1） 受入・貯留設備 
   収集車で集められたし尿及び浄化槽汚泥は、計量後、受入室内の受入口から投入され、砂・

小石等を沈降分離した後、破砕ポンプにより中継槽へ移送される。 
 
（2） 固液分離設備（資源化設備） 
   破砕処理後のし尿及び浄化槽汚泥を、中継槽から投入ポンプで混和槽に送る。 
   その後、汚泥濃縮機を経て、汚泥脱水機で助燃剤の条件となる含水率７０％以下まで脱水

することにより、汚泥を減量化及び助燃剤化する。 
   脱水ろ液は分離液槽に、脱水汚泥はホッパへ移送される。 
   また、脱水汚泥は焼却施設へ運ばれ、助燃剤として再利用される。 
 
（3） 希釈・投入設備 
   脱水分離液を下水道排除基準以下まで希釈し、配管に取り付けた混合器内で撹拌させるこ

とで排水性状の平準化及び下水道放流量の調整を図る。 
 
（4） 脱臭設備 
   受入槽、中継槽、脱水機等から発生する高濃度臭気は、薬品を使用せず、微生物を活用し

た生物脱臭処理を行う。 
   受入室等から発生する低濃度臭気は、生物脱臭処理をした臭気とともに活性炭吸着処理に

て脱臭処理を行う。 

2．処理工程の概要
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第２節 し尿及び浄化槽汚泥中間処理 

    （汚泥再生処理センター） 
 
１．し尿及び浄化槽汚泥 処理概要 
  与那原町、西原町、南風原町、中城村、北中城村の５町村の東部環境衛生課におけるし尿及

び浄化槽汚泥の処理形態は次のとおりである。 
  ５町村の許可業者によって「し尿」「浄化槽汚泥」別に戸別収集され、南部広域行政組合「汚

泥再生処理センター」へ搬入される。 
  搬入されたし尿及び浄化槽汚泥の処理は南部広域行政組合「汚泥再生処理センター」で行い、

その処理方式は、固液分離・希釈によって行われ、下水道に放流している。また、排出される

脱水汚泥は東部環境美化センターにて、助燃剤として焼却処理している。 
 
 
 
 
※施設の特徴 
 １、し尿と浄化槽汚泥を脱水したろ液を下水道に放流 
 ※１日１０７㎘のし尿と浄化槽汚泥を固液分離後、３～４倍程度に希釈し、下水道に放流。 
 ２、環境に配慮した設備 
 ※高効率の生物脱臭方式と活性炭吸着方式を組み合わせた脱臭システムの採用により、臭気対

策も万全。 
 ３、中央集中監視による運転管理 
 ※効率的で確実な施設管理を行うため、各機器を自動制御し、運転データを自動で収集・記録。 
 ４、資源化の取り組み 
 ※処理工程により発生する汚泥は脱水機により含水率７０％以下まで脱水し、助燃剤として焼

却施設で再利用。 
 
 

第２節　し尿及び浄化槽汚泥中間処理

（汚泥再生処理センター）

１．し尿及び浄化槽汚泥　処理概要
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2. 行政区域内収集対象人口の推移2.行政区域内収集対象人口の推移

　　行政区域内におけるし尿・浄化槽・下水道人口の推移は表4-1、及び図4-2に示すとおりである。

（当該年度3月末現在）

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

し 尿 191 191 191 191 191

浄 化 槽 7,756 7,538 7,273 7,103 6,831

下 水 道 11,610 12,087 12,475 12,810 12,968

計 19,557 19,816 19,939 20,104 19,990

し 尿 518 463 459 456 449

浄 化 槽 25,483 25,054 24,815 24,677 24,285

下 水 道 8,947 9,491 9,867 10,183 10,610

計 34,948 35,008 35,141 35,316 35,344

し 尿 104 87 83 66 62

浄 化 槽 16,896 16,365 16,049 15,288 15,663

下 水 道 21,700 22,864 23,779 24,863 24,649

計 38,700 39,316 39,911 40,217 40,374

し 尿 2,315 2,118 2,026 1,870 1,512

浄 化 槽 12,916 12,807 12,562 12,277 11,611

下 水 道 5,560 6,382 7,184 7,800 8,953

計 20,791 21,307 21,772 21,947 22,076

し 尿 0 0 0 0 0

浄 化 槽 6,677 6,682 6,522 6,447 6,550

下 水 道 10,485 10,678 11,055 11,359 11,315

計 17,162 17,360 17,577 17,806 17,865

し 尿 3,128 2,859 2,759 2,583 2,214

浄 化 槽 69,728 68,446 67,221 65,792 64,940

下 水 道 58,302 61,502 64,360 67,015 68,495

計 131,158 132,807 134,340 135,390 135,649

表4-1　し尿・浄化槽・下水道人口の推移
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図4-2 し尿・浄化槽・下水道人口の推移図
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表 4-1　し尿 ・ 浄化槽 ・ 下水道人口の推移表 4-1　し尿 ・ 浄化槽 ・ 下水道人口の推移

図 4-2 し尿 ・ 浄化槽 ・ 下水道人口の推移図
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3.搬入量（し尿・浄化槽汚泥）の推移

　　搬入量（し尿・浄化槽汚泥）の推移は表4-2、及び図4-3に示すとおりである。

　　汚泥再生処理センターは、平成26年12月から稼働している。

与那原町 西 原 町 南風原町 中 城 村 北中城村 計 搬入日数 一日平均

（t） （t） （t） （t） （t） （t） （日） （t）

平成29年度 1,818.86 5,973.04 3,298.94 4,033.45 2,127.88 17,252.17 309 55.8

平成30年度 1,626.99 6,141.75 3,416.30 4,208.01 2,117.98 17,511.03 308 56.9

令和元年度 1,539.50 6,316.27 3,518.34 4,287.03 1,759.50 17,420.64 291 59.9

令和２年度 1,638.13 6,559.37 3,905.37 4,583.53 3,104.29 19,790.69 308 64.3

令和３年度 1,556.98 6,701.28 3,988.32 4,157.94 2,891.61 19,296.13 309 62.4

表4-2　搬入量（し尿・浄化槽汚泥）

図4-3　搬入量（し尿・浄化槽汚泥）の推移図
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図 4-4　一日平均搬入量の推移図
図4-4　一日平均搬入量の推移図
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   （単位：t)

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

し　　 　　尿 77.94 93.50 84.67 99.48 99.78

浄化槽汚泥 1,740.92 1,533.49 1,454.83 1,538.65 1,457.20

計 1,818.86 1,626.99 1,539.50 1,638.13 1,556.98

し　　 　　尿 316.84 194.79 215.70 197.11 197.32

浄化槽汚泥 5,656.20 5,946.96 6,100.57 6,362.26 6,503.96

計 5,973.04 6,141.75 6,316.27 6,559.37 6,701.28

し　　 　　尿 209.97 172.61 168.07 183.74 144.88

浄化槽汚泥 3,088.97 3,243.69 3,350.27 3,721.63 3,843.44

計 3,298.94 3,416.30 3,518.34 3,905.37 3,988.32

し　　 　　尿 299.08 303.14 290.65 267.23 243.18

浄化槽汚泥 3,734.37 3,904.87 3,996.38 4,316.30 3,914.76

計 4,033.45 4,208.01 4,287.03 4,583.53 4,157.94

し　　 　　尿 96.84 121.68 145.11 99.26 30.95

浄化槽汚泥 2,031.04 1,996.30 1,614.39 3,005.03 2,860.66

計 2,127.88 2,117.98 1,759.50 3,104.29 2,891.61

し　　 　　尿 1,000.67 885.72 904.20 846.82 716.11

浄化槽汚泥 16,251.50 16,625.31 16,516.44 18,943.87 18,580.02

計 17,252.17 17,511.03 17,420.64 19,790.69 19,296.13

　※汚泥再生処理センターは、平成26年12月から稼働。

図4-5　種類別搬入量の推移図
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4.脱水汚泥量の推移

　　脱水汚泥量の推移は、表4-4、図4-6に示すとおりである。

　　汚泥再生処理センターは、平成26年12月から稼働している。

（単位：ｔ）

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

脱水汚泥 (t) 1,012.37 937.64 915.71 1,036.57 1,068.87

農業集落排水施設
脱水汚泥 (t) 39.66 35.40 34.36 30.66 37.52

計 (t) 1,052.03 973.04 950.07 1,067.23 1,106.39

前 年 比 (%) 1.2 △ 7.5 △ 2.4 12.3 3.7

搬   入   量 (t) 17,252.17 17,511.03 17,420.64 19,790.69 19,296.13

搬入量比 (%) 5.9 5.4 5.3 5.2 5.5

　※搬入量比 → 農業集落排水施設脱水汚泥を含まない。

表4-4　脱水汚泥量の推移

図4-6　脱水汚泥量の推移図
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5.処理量（し尿・浄化槽汚泥）の推移

　　処理量（し尿・浄化槽汚泥）の推移は表4-5、及び図4-7に示すとおりである。

　　汚泥再生処理センターは、平成26年12月から稼働している。

構成町村
合計

他施設へ
処理委託

東部環境
処理

他施設の
処理受託

計 稼働日数 実処理量 処理能力 処理率

（t） （t） （t） （t） （t） （日） （t／日） （t／日） （％）

平成29年度 17,252.17 0.00 17,252.17 0.00 17,252.17 258 66.9 62.5

平成30年度 17,511.03 0.00 17,511.03 0.00 17,511.03 291 60.2 56.2

令和元年度 17,420.64 0.00 17,420.64 0.00 17,420.64 273 63.8 59.6

令和２年度 19,790.69 0.00 19,790.69 108.19 19,898.88 302 65.9 61.6

令和３年度 19,296.13 0.00 19,296.13 1,550.86 20,846.99 309 67.5 63.1

　※稼働日数は、脱水機投入量のあった日とする。

　※処理率 ＝ 総搬入量（ｔ） ÷ 稼働日数（日） ÷ 処理能力（107ｔ／日） × 100

図4-7　実処理量の推移図
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表4-5　処理量（し尿・浄化槽汚泥）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（t）

5. 処理量（し尿・浄化槽汚泥）の推移

表 4-5　処理量 （し尿 ・ 浄化槽汚泥）

図 4-7　実処理量の推移図
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図 4-8　処理率の推移図

図4-8　処理率の推移図
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6.処理費（し尿・浄化槽汚泥）の推移

　　し尿・浄化槽汚泥処理に係る主な処理経費は、表4-6、表4-7、表4-8、表4-9に示すとおりである。

　　汚泥再生処理センターは、平成26年12月から稼働している。

処理量 電力使用量 電力料金

（t） （kwｈ） （円）

平成29年度 17,252.17 455,177 8,838,345 26.4 kwh/t 512 円/t

平成30年度 17,511.03 576,439 11,353,229 32.9 kwh/t 648 円/t

令和元年度 17,420.64 611,350 13,157,723 35.1 kwh/t 755 円/t

令和２年度 19,898.88 630,548 11,223,493 31.7 kwh/t 564 円/t

令和３年度 20,846.99 450,306 9,934,658 21.6 kwh/t 477 円/t

処理量 水道使用量 水道料金

（t） （㎥） （円）

平成29年度 17,252.17 35,570 2,961,192 2.1 ㎥/t 172 円/t

平成30年度 17,511.03 31,801 2,177,280 1.8 ㎥/t 124 円/t

令和元年度 17,420.64 35,599 2,257,836 2.0 ㎥/t 130 円/t

令和２年度 19,898.88 38,197 2,228,611 1.9 ㎥/t 112 円/t

令和３年度 20,846.99 33,250 2,249,432 1.6 ㎥/t 108 円/t

　※工業用水使用

　※平成３０年４月～　工業用水基本使用水量の変更（減）による減。

処理量 下水道使用量 下水道料金

（t） （㎥） （円）

平成29年度 17,252.17 50,837.5 7,245,715 2.9 ㎥/t 420 円/t

平成30年度 17,511.03 48,132.7 7,015,303 2.7 ㎥/t 401 円/t

令和元年度 17,420.64 53,601.1 7,235,124 3.1 ㎥/t 415 円/t

令和２年度 19,898.88 56,879.0 8,386,109 2.9 ㎥/t 421 円/t

令和３年度 20,846.99 52,502.9 7,632,644 2.5 ㎥/t 366 円/t

処理量1ｔ当り

下水道使用量 使用料

表4-6　電力使用量の推移

処理量1ｔ当り

電力使用量 使用料

表4-7　水道使用量の推移

処理量1ｔ当り

水道使用量 使用料

表4-8　下水道使用量の推移

6. 処理費（し尿・浄化槽汚泥）の推移

表 4-6　電力使用量の推移

表 4-7　水道使用量の推移

表 4-8　下水道使用量の推移
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（単位：㎏）

平成29年度 111,900.0 59,060.0 0.0 1,350.0 0.0 3,008.0

平成30年度 83,244.5 29,870.4 0.0 1,380.0 0.0 4,430.0

令和元年度 108,760.0 30,550.0 0.0 1,650.0 0.0 1,970.0

令和２年度 140,040.0 58,440.0 0.0 1,350.0 0.0 580.0

令和３年度 99,150.0 35,560.0 6,210.0 900.0 1,000.0 0.0

平成29年度 593 円/t

平成30年度 405 円/t

令和元年度 537 円/t

令和２年度 623 円/t

令和３年度 472 円/t

表4-9　薬品使用量の推移

処理量

1t当り使用料

処理量

（t）

薬品料金

（円）

ポリ硫酸
第二鉄

次亜塩素酸
ソーダ

シュレッダー
ダスト

苛性ソーダ 高分子調質剤 副資材

20,846.99 9,829,798

17,420.64

17,252.17

17,511.03

19,898.88

10,222,740

7,087,257

9,359,257

12,402,456

表 4-9　薬品使用量の推移
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7.放流水質

　　汚泥再生処理センターにおいて処理後、公共下水道へ放流される放流水の水質は、表4-10に示す

　とおりである。

令和元年度 令和２年度 令和３年度

　水素イオン濃度 pH 6.7 6.8 6.8 5.0 ～ 9.0

　水温 ℃ 23.6 24.4 24.4 45℃未満

　生物化学的酸素要求量 BOD (mg/ℓ） 79.8 56.6 70.8 600mg/ℓ未満

　浮遊物質量 SS (mg/ℓ） 206.5 258.2 183.3 600mg/ℓ未満

　ノルマルヘキサン抽出物質含有量
　（動植物油脂類） (mg/ℓ） 6.2 14.7 3.7 30mg/ℓ未満

　ノルマルヘキサン抽出物質含有量
　（鉱油類） (mg/ℓ） <１ <１ <１ 5mg/ℓ未満

　アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素
　及び硝酸性窒素含有量 (mg/ℓ） 28.5 19.4 13.0 380mg/ℓ未満

　窒素含有量 (mg/ℓ） 82.5 53.1 41.6 240mg/ℓ未満

　燐含有量 (mg/ℓ） 0.9 1.0 1.4 32mg/ℓ未満

　ヨウ素消費量 (mg/ℓ） 21.2 13.7 15.2 220mg/ℓ未満

　　　※　測定値は、当該年度における測定値の平均値。(年6回測定）

8.脱水汚泥含水率

　　脱水汚泥の含水率は、表4-11に示すとおりである。

令和元年度 令和２年度 令和３年度

　脱水汚泥含水率 ％ 66.6 64.4 64.7 70％以下

　　　※　測定値は、当該年度における測定値の平均値。(年6回測定）

測定の対象 目　標　値

表4-10　放流水・水質測定

表4-11　脱水汚泥含水率

測定の対象 基　準　値
測　定　値

測　定　値

7. 放流水質

8. 脱水汚泥含水率

表 4-10　放流水 ・ 水質測定

表 4-11　脱水汚泥含水率


